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要旨：近年、津屋崎古墳群等の調査研究が進展し、宗像地域の首長墓の解明が進んでいる。また、集落遺跡の調

査では朝鮮半島からの渡来人の動向を物語る資料が蓄積されている。両者の対比により、対外交渉を基礎とした

宗像地域の首長層の台頭を描き出すことができる。沖ノ島は海上交通の要衝に位置しており、首長層の台頭と朝

鮮半島との対外交渉を関連づけることにより、沖ノ島祭祀において宗像地域の首長層が果たした役割が議論でき

ると考えられる。ただ、津屋崎古墳群の形成や渡来人を物語る資料の増加は古墳時代中期後半以降であり、古墳

時代前期末における沖ノ島祭祀の本格化とは時期の隔たりがある。古墳時代前期末から中期前半において沖ノ島

祭祀に関わった首長層とその時期の渡来人の動向を、弥生時代以降の広い視点で解明することが今後の大きな課

題である。

キーワード：対外交渉、首長墓、津屋崎古墳群、馬韓系土器、渡来人

１．はじめに

福岡県宗像市沖ノ島祭祀遺跡は日本における祭祀遺

跡の変遷の中で極めて重要な資料であり、古代におけ

る宗像大社とその祭神である宗像三女神の信仰の高ま

りから、国家的祭祀として位置づけられる。一方、沖

ノ島は古墳時代において日本の社会形成に大きな影響

を与えた朝鮮半島との交通の要衝にあり、祭祀遺物そ

のものはもちろん、遺跡の形成においても朝鮮半島諸

国との関係を前提として理解すべきであろう。

沖ノ島では３次に及ぶ調査により各祭祀遺跡の時代、

変遷が解明されている。この沖ノ島祭祀遺跡とそれを

主導した古墳時代首長墓との対応については佐田茂氏

の研究（佐田１９９１）や、首長墓の基礎的な資料調査に基

づいた花田勝広氏、池ノ上宏氏の研究（花田１９９９、池

ノ上・花田２０００）により、宗像市東郷高塚古墳等の釣

川流域の古墳群や玄界灘に面した津屋崎古墳群を焦点

として、議論されている。また、近年では福津市・宗

像市の教育委員会によって、各古墳の時期や規模等の

内容解明が進んでいる。

一方、全羅北道竹幕洞遺跡の発掘調査によって、沖

ノ島と対比できる祭祀遺物が明らかにされた。また、

津屋崎古墳群周辺をはじめとする宗像地域の渡来系遺

物、渡来人との関わりを物語る資料も、集落遺跡の調

査の進展に比例して増加している。

本稿では津屋崎古墳群等の調査及び研究の深化を考

慮して宗像地域の首長墓の展開を整理し、北部九州に

おけるその位置づけを考えてみる。あわせて、北部九

州の集落遺跡における朝鮮半島からの渡来的遺物の出

土状況により渡来人の動向を考え、その中で宗像地域

がどのような役割を果たしたかを検討する。これに基

づいて、津屋崎古墳群をはじめとする首長墓の展開過

程と対外交渉への関与を評価するとともに、沖ノ島祭

祀と津屋崎古墳群の被葬者をはじめとする宗像地域の

首長層との関係を論じてみたい。

なお、本稿においては沖ノ島祭祀や首長墓級の大型

古墳の編年について言及するとともに、土器等につい

ても言及することとなる。首長墓級の大型古墳につい

ては『前方後円墳集成』の１０期区分（近藤編１９９２、以下、

「前方後円墳編年」とする）を用いて、その時期を表現

することにしたい。

集落遺跡等の検討では、土器編年を基準とする必要

があるが、須恵器については大阪府陶邑の須恵器編年

（田辺１９８１）、土師器は筆者の編年（重藤２００９、重藤２０１０

ａ、以下、「土師器編年」とする）を用いる。その関係

を示したものが第１表である。
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また、筆者は沖ノ島祭祀遺跡に関わった古代宗像の

首長層の権力基盤は広く、旧宗像郡内、すなわち現在

の宗像市、福津市に及ぶと考えている。これらの地域

を一体として理解する視点が必要であろう。したがっ

て、本稿では旧宗像郡を「宗像地域」として、論を進め

ることにしたい。

２．宗像地域における首長墓の展開

� 宗像地域とその周辺の首長墓系列

宗像地域の古墳時代首長墓については、花田勝広氏、

池ノ上宏氏らの詳細な研究がある。それらの研究を参

考に、前方後円墳編年を基準として宗像地域における

前方後円墳等の首長墓の展開をみておきたい１）。

福津市津屋崎地域の玄界灘に面する段丘上には、北

から順に勝浦、新原奴山、生家・大石、須多田の４つ

の首長墓の系列が存在し、津屋崎古墳群とも称されて

いる。ここでは、地理的分布から、〈１３〉－〈１６〉のグルー

プに区分し、時間的な前後関係を加味して首長墓系列

を捉えることにしたい（第１・２図〈１３〉－〈１６〉）。

最も北に位置する勝浦の系列〈１３〉は前方後円墳編年

７－８期の勝浦峯ノ畑古墳（津屋崎４１号墳）（川述編

１９７７）、勝浦井ノ浦古墳（津屋崎１０号墳）（川述編１９７７）

に始まる。勝浦井ノ浦古墳は前方部石室から TK２０８

型式－TK２３型式前後に相当する剣菱形杏葉、壺鐙等

の馬具類及び挂甲等が出土することから８期でも古い

頃に相当する。これに対して勝浦峯ノ畑古墳では後述

するように木心鉄板張輪鐙、杓子形木心鉄板張壺鐙が

出土し、勝浦井ノ浦古墳に先行する７期と考えられる。

勝浦井ノ浦古墳の北方には群集墳、勝浦�原古墳群が
展開し、群中には９－１０期と想定される前方後円墳、

勝浦�原１１号墳（池ノ上編２００２ｂ）がある。ただ勝浦井
ノ浦古墳と勝浦�原１１号墳との間には時期的な隔たり
があり、その間に横矧板鋲留短甲等の出土から８期頃

に位置づけられる宗像市上野３号墳（近藤編１９９２）がお

さまると想定しておきたい。装飾古墳の宗像市桜京古

墳（白木編２００７）、群集墳中の前方後円墳である牟田尻

スイラ古墳（近藤編２０００）などは、勝浦�原１１号墳に続
く首長墓と思われる。なお、上高宮古墳は釣川西岸で

あるが、山を挟んで勝浦の系列に近い。２０�余りの円
墳と考えられているが、長方板革綴短甲１領などが出

土し、４期に位置づけられ、勝浦峯ノ畑古墳と間隔が

空いている（古墳の規模は花田１９９９による）。

新原奴山の系列〈１４〉の前方後円墳には、新原奴山１

号墳（川述編１９７７）、新原奴山２２号墳、新原奴山２４号墳、

新原奴山１２号墳、新原奴山３０号墳（以上、橋口編１９８９）

がある。新原奴山１号墳は TK２０８型式前後の須恵器

が出土しており、７期に相当する。新原奴山２２号墳は

出土遺物は少ないが、隣接し、時間的に先行する２１号

墳から土師器編年�期の土器群が出土している。した
がって、２２号墳も８期以降に位置づけられる。新原奴

山１２・２４・３０号墳は発掘調査が実施されていないため

正確な時期は不詳であるものの、１２号墳は墳形から９

－１０期に比定できる。また、３０号墳は TK４３－TK２０９

型式の須恵器が表採され、天井の高い横穴式石室を主

体部とすることが推測されるので１０期に編年できよう。

このほかに、新原奴山の前方後円墳群に隣接して、大

型円墳の奴山正園古墳（奴山５号墳）（佐々木１９７８）があ

る。三角板革綴短甲片と�期の土師器及び陶質土器の
出土から６期に編年される。

新原奴山古墳群の南に位置する生家大塚古墳は、７０

�を超える大型前方後円墳であり、６世紀代の須恵器
が出土している（池ノ上編２００４）。新原奴山の系列と並

行する時期に築造されたと考えておきたい。この他に、

第１表 本稿に関連する時期区分
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須多田古墳群東方の山麓には大石岡ノ谷１号墳、同２

号墳という２基の前方後円墳が所在する（池ノ上編

２００４）。須多田古墳群中の前方後円墳より小規模で、

採集された須恵器から須多田の系列と平行して築造さ

れた９～１０期の古墳と考えられている。花田氏（花田

１９９９）の指摘するように、生家大塚古墳に続けて一系

列〈１５〉として理解することができよう。

須多田の系列〈１６〉は大型円墳の須多田二タ塚古墳、

前方後円墳の須多田上ノ口古墳、須多田天降天神社古

墳、須多田ミソ塚古墳、須多田下ノ口古墳（以上、池

ノ上他編１９９６ａ）、在自剣塚古墳（池ノ上編２００４）から

なる。須多田天降天神社古墳は表採された須恵器が

MT１５－TK１０型式であり、須多田下ノ口古墳はMT８５

型式の須恵器を伴う。津屋崎の３つの首長墓系列の中

で最大の規模を誇る在自剣塚古墳は埴輪を樹立せず、

出土須恵器が TK４３型式に相当することから、この系

列中、最後の前方後円墳になろう。

なお、三角板革綴短甲、陶質土器を出土することか

ら５期に位置づけられる大型円墳、宮司井手ノ上古墳

（橋口編１９９１）は、これらの系列からやや距離があり、

継続的な首長墓の始まりとして位置づけることは躊躇

される。また、宮地嶽古墳（池ノ上・花田２０００）、手光

波切不動古墳は、立地からこの須多田の系列に続く７

世紀代の首長墓として位置づけられる。ただし、この

時期には勝浦、新原奴山の系列では明確ではないので、

９～１０期の津屋崎古墳群に見られた複数の首長系列を

統合するような存在とも言える。手光大人４号墳は全

長４３�の前方後円墳であり、複室横穴式石室を主体部
とすることから１０期と推測される（近藤編２０００）。この

時期、西郷川流域を基盤として出現した首長層で、須

多田古墳群とは別系列として理解しておきたい。

宗像市に相当する釣川流域については調査が断片的

であるが、花田勝広氏の研究（花田１９９９）や、宗像市教

育委員会による徳重本村遺跡、田久瓜ケ坂遺跡の報告

書（岡１９９９、熊代編２００２）により、首長墓系列が具体的

に復元できるようになった。ここではこれらを参考に、

釣川中流域南岸〈１７〉、釣川上流域〈１８〉、釣川中流域北

岸〈１９〉、釣川下流域東岸〈２０〉に首長墓級の大型古墳の

グループを分けて、検討を進めることにしたい。

釣川中流域南岸〈１７〉では、古墳時代前期には全長６４

�の前方後円墳、東郷高塚古墳（原１９８９）が築造される。
壺形埴輪、主体部の木棺粘土槨から３期と考えられる。

中期の大型古墳は不明であるが、後期になると久原�
－３号墳（清水編１９８８）、スベットウ古墳（波多野・春

成１９６７）が築造される。

釣川上流域〈１８〉では、徳重本村２号墳が最古である

（熊代編２００２）。全長１７�と極めて小型で、木蓋土壙墓
を主体部とする前方後円墳である。�期古段階の土師
器を出土していることから、筑前地域でも最古級の前

方後円墳として注目される。田久瓜ケ坂１号墳（岡

１９９９）は全長３１�とやや小型の前方後円墳である。割
竹形木棺２基と特異な土製円筒棺１基を主体部とし、

２－３期に位置づけられる。田久貴船前１号墳、同２

号墳は未調査のため時期は不確定であるが、墳形から

古墳時代後期には降らず、前後関係を考えれば田久瓜

ケ坂１号墳に後続する３～５期の首長墓と考えられる

（熊代編２００２）。津屋崎古墳群や釣川中流域南岸の系列

で当該期の明確な前方後円墳が確認されないため、そ

の内容解明が期待される。９～１０期には、この系列で

は徳重高田１６号墳（近藤編１９９２）、名残高田古墳（近藤

第１図 本稿に関連する宗像地域の大型古墳（黒丸）
および古墳時代集落道跡等（白抜き丸）の分布

重藤 輝行
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22号�
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島津�
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須多田�
ニタ塚�
/34

大石�
岡ノ谷�
1号/55

徳重本村�
2号�/ 19

田久瓜ヶ坂�
1号�/31

瀬戸�
4号/38

手光大人�
4号/28

相原2号�
/20

宮地嶽�
/ 38

手光波切�
不動�/20

城ケ谷�
3号�
/ 22

河東山崎�
/30

田久貴船前�
2号�/ 30

田久貴船前�
1号�/ 50

鎧�塚�
/ 38

新延�
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/30

銀冠塚�
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竹原�
八幡塚�
/35

竹原�
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名残高田�
/25

徳重高田�
16号�/ 25

〈�15〉�

〈�17〉�

〈�19〉�

〈�20〉�

〈�23〉�

山ノ谷�
14号/40

津屋崎・宗像・遠賀川下流� 遠賀川中流�

豊前坊�
1号/75

豊前坊�
2号/15

大石�
岡ノ谷�
2号/43

瀬戸�
1号/45

須恵�
クヒノ浦�
/45

次郎太郎�
1号/50

〈14〉�

〈16〉�

※注）〈 〉内番号は第３・４図に対応、黒塗りは時期を限定できるもの、灰色は時期が前後する可能性のあるもの、白抜きは
時期決定の根拠の弱いもの。“〔”は前後関係不詳の一群、“│”は連続的な関係を示す。
古墳名の後の数字は墳裾を基準とした全長ないし直径を示す。

重藤 輝行

�‐５（ ）７５



編１９９２）という小型の前方後円墳が確認される。

釣川中流域南岸〈１９〉では９－１０期に、城ケ谷３号（城

ケ谷古墳群調査団１９７４）、須恵クヒノ浦古墳（近藤編

１９９２）、相原Ｅ－１号墳（酒井１９７９）と３基の前方後円

墳が相次いで築造される。特に相原Ｅ－１号墳は全長

６０�を超える規模であり、９－１０期においては須多田
の前方後円墳に次ぐ規模を誇る。また、７世紀になる

と大型円墳の相原２号墳（酒井１９７９）が築造され、相原

Ｅ－１号墳に後続する首長墓と考えられる。この系列

には、古墳時代前期にまで遡る可能性が指摘される河

東山崎古墳（熊代編２００２）も含めて考えられよう。

釣川河口部、下流域東岸の系列〈２０〉には、全長３８�
の前方後円墳、宗像市田野瀬戸４号墳がある（岡・坂

本編２００７）。田野瀬戸４号墳は墓道出土の剣菱形杏葉

の型式及び横穴式石室の形態から考えて、９期初頭に

相当する。また、田野瀬戸４号墳に隣接して、前方後

円墳、田野瀬戸１号墳がある。詳細は不明であるが、

田野瀬戸４号墳と前後する時期のものと考えておきた

い。

以上のように、宗像地域の首長墓級の大型古墳は、

福津市沿岸域の津屋崎古墳群と、釣川流域の４つの首

長墓系列に大きく分かれる。津屋崎古墳群では４－５

期に上高宮古墳、宮司井手ノ上古墳があるが、本格的

に前方後円墳の築造を始めるのは７期以降と考えられ

る。一方、釣川流域では、１－３期には徳重本村２号

墳、田久瓜ケ坂１号墳、東郷高塚古墳が築造され、田

久貴船前１号墳、同２号墳は３～５期と想定される。

津屋崎古墳群築造以前の首長墓は釣川流域に集中して

いると理解できよう。また、津屋崎古墳群の〈１３〉、〈１４〉

の系列で本格的に首長墓の築造が始まる７～８期には、

釣川流域では首長墓級の大型古墳が空白であることも

注意される。

津屋崎古墳群では７－８期に勝浦の系列〈１３〉で勝浦

峯ノ畑古墳、勝浦井ノ浦古墳という７０�を超える大型
前方後円墳を築造する。しかし、後続する上野３号墳

は全長４０�程で、８期後半以降の津屋崎古墳群最大の
古墳は新原奴山の系列〈１４〉の新原奴山２２号墳あるいは

生家大塚古墳に移る。さらに、９期半ば以降は須多田

の系列〈１６〉でのみ須多田天降天神社古墳、須多田下ノ

口古墳、在自剣塚古墳という８０�を超える前方後円墳

が築造されるようになる。７世紀になり、この系列で

宮地獄古墳、手光波切不動古墳という胸形君徳善の墓

の有力候補とされる大型円墳が築造されることとも合

致していると評価できるだろう。

一方、９－１０期には釣川流域の系列でも再び前方後

円墳の築造が活発化する。その中には全長６０�を超え
る前方後円墳、相原Ｅ－１号墳もあるが、その他は全

長５０�以下であり、全長３０�前後の小規模な前方後円
墳も多い。花田勝広氏の指摘するように（花田１９９９）、

津屋崎古墳群の中でも須多田の大型前方後円墳と、釣

川流域の首長墓とでは大きな格差が存在する。津屋崎

古墳群、釣川流域をあわせて宗像地域として捉えると、

そこでは首長層内での複雑な階層性が９－１０期に形成

されたとことが最大の特徴と言える。

� 筑前北部における首長墓の展開からみた宗像地域

第２図には宗像地域以外にも、筑紫平野に含まれる

筑前南部地域を除外した筑前北部地域の首長墓系列を

示している。第３・４図は前方後円墳編年を基準に時

期別に首長墓級の大型古墳の分布を示したものである。

そこに〈１〉－〈２７〉の番号で、各系列を構成する大型古

墳の分布範囲を破線で示している。第３・４図による

と、宗像地域も含めた筑前北部地域には今のところ２７

系列に首長墓級の大型古墳が区分され２）、宗像地域に

はそのうちの８系列が集中していることになる。古墳

時代を通じて見ると、糸島地域、福岡平野などにも首

長墓級の大型古墳の系列が複数認められるが、宗像地

域にはそれ以上の密集度で首長墓級の大型古墳の系列

が分布することを第１に指摘できる。

ただ、宗像地域では前述したように１－５期の首長

墓級の大型古墳は少なく、継続的な築造も現状では認

め難い。この時期には第２・３図に示したように、糸

島半島から今宿平野（〈１〉－〈５〉）において継続的に大

型古墳が築造され、宗像地域とは対照をなす。糸島半

島から今宿平野の地域では５期以前には全長８０�を超
える前方後円墳を、輪番的に系列を変えながら築造し

ていくとも言える。しかし、６期以降になると、全長

６０�を超える前方後円墳は福岡市西区今宿大塚古墳の
みである。この点でも宗像地域の大型古墳と対照的で

ある。

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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時期別に筑前北部地域の大型古墳の分布をみると、

古墳時代初頭の１期には糸島半島東部〈１〉の御道具山

古墳、福岡平野〈７〉の福岡市博多区那珂八幡古墳、御

笠川上流〈１１〉の筑紫野市原口古墳が古墳の規模におい

て上位に位置する。宗像地域では徳重本村２号墳のみ

であり、古墳の規模でも大きな格差があると言えよう。

古墳時代前期後半の３期には長野川流域〈３〉に属す

る糸島市一貴山銚子塚古墳が筑前北部地域で最大規模

を誇る。東郷高塚古墳はこの時期に相当するが、一貴

山銚子塚古墳とは規模において大きな差がある。糸島

半島から福岡平野では、福岡市西区塩除古墳〈２〉、糸

島市築山古墳〈３〉、福岡市南区卯内尺古墳〈８〉、那珂

川町安徳大塚古墳〈９〉と全長６０�超の前方後円墳が集
中している。

古墳時代中期初頭の４期には糸島半島西部〈１〉の糸

島市開１号墳が全長９０�を測り、筑前北部で最大規模
と考えられる。また、糸島半島から福岡平野では福岡

市西区元岡池ノ浦古墳〈２〉、福岡市西区鋤崎古墳〈５〉、

福岡市早良区拝塚古墳〈６〉、福岡市南区老司古墳〈８〉

という全長６０�以上の前方後円墳が多く分布する。宗
像地域では当該期には上高宮古墳が想定されるのみで、

福岡平野以西とは対照的である。ただし、遠賀川流域

では下流の〈２１〉、〈２２〉で岡垣町塩屋古墳、遠賀町豊前

坊古墳、中流の〈２７〉で沖出古墳という全長６０�以上の

第３図 １～５期の筑前北部の首長墓級大型古墳の分布

重藤 輝行
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前方後円墳が相次いで築造されることが注意される。

筑前北部地域全体で古墳時代中期前半、５期に属す

る確実な大型古墳は少ないが、今宿平野〈５〉の全長８５

�程に復元される福岡市西区丸隈山古墳が最大規模で
ある。遠賀川流域では若宮町高野剣塚古墳〈２６〉がこの

時期前後と推測され、全長６０�を超えている。一方、
宗像地域では宮司井手ノ上古墳と、この時期前後に推

定される田久貴船前１号墳を挙げうるのみであり、規

模の面では丸隈山古墳に及ばない。以上のように、５

期以前は各時期を通じて、糸島半島から福岡平野で筑

前北部最大規模の前方後円墳が築造されていると言え

る。

これに対して古墳時代中期後半、７期には全長１００

�近い勝浦峯ノ畑古墳が筑前北部で最大の古墳である。
５期以前に全長６０�を超える大型前方後円墳を活発に
築造した福岡平野以西の地域（〈１〉－〈１２〉）では全長６０

�弱と考えられる福岡市西区兜塚古墳が最大であり、
勝浦峯ノ畑古墳との格差が指摘できる。

古墳時代中期末、８期には墳丘が消滅して詳細な規

模が不明ながらも全長８５�前後と推測される遠賀川中
流域〈２５〉の飯塚市山ノ神古墳が筑前北部地域最大の古

墳として想定される。ただ、津屋崎古墳群でも勝浦井

ノ浦古墳、新原奴山２２号墳という全長７０�を超える前
方後円墳を築造しており、勝浦峯ノ畑古墳以来の流れ

第４図 ７～１０期の筑前地域の首長墓級大型古墳の分布

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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として理解できる。これらに対して、福岡平野以西の

地域では全長５０�以下の前方後円墳の築造にとどまっ
ている。

古墳時代後期前半に相当する９期後半には再び、全

長６０�を超える前方後円墳が筑前北部の各地域で築造
されるようになる。今宿平野〈５〉の福岡市西区今宿大

塚古墳、福岡平野〈７〉の福岡市博多区東光寺剣塚古墳、

遠賀川中流域〈２６〉の桂川町王塚古墳、そして津屋崎古

墳群中の須多田天降天神社古墳である。このうち最大

規模のものは全長８６�程に復元される王塚古墳である
が、天降天神社古墳も全長８０�程でありこれに次ぐ。
また、天降天神社古墳の築造前後、津屋崎古墳群では

生家大塚古墳、須多田下ノ口古墳等の全長８０�前後の
前方後円墳を相次いで築造している。これに対して今

宿大塚古墳、東光寺剣塚古墳に前後する首長墓は規模

が小さく、１代限りの築造とも言える。王塚古墳に次

ぐ首長墓と想定される桂川天神山古墳は全長６５�と同
時期の筑前北部地域全体の中では注目される規模であ

るが、それでも王塚古墳からの規模の縮小は否めない。

６世紀末に近い１０期後半は前方後円墳の築造終焉期

に相当し、大型古墳の築造自体が少ない。その中で全

長１００�を超える在自剣塚古墳は筑前北部最大であり、
同時期の北部九州の前方後円墳の中でも、全長１０３�
の久留米市田主丸大塚古墳に匹敵する規模である。

以上のように、７期以降になると津屋崎古墳群及び

遠賀川中流域で各時期の筑前北部最大の古墳が築造さ

れたことが確認できる。５期以前には糸島半島から福

岡平野で筑前北部最大の古墳が築造され、６０�を超え
る前方後円墳が集中していた状況とは大きな変化が生

じている。とりわけ、津屋崎古墳群は８０�前後の筑前
北部地域では最大級の古墳を代々、築造したことに特

徴がある。このような津屋崎古墳群における大型古墳

の築造動向は沖ノ島祭祀の盛行と合致しており、沖ノ

島祭祀を主導するとともに、それを通じて畿内及び朝

鮮半島との関係を結ぶことで権威を高めた首長層の姿

を想像することができる。

ただ、古墳時代中期前半以前の宗像地域では大型古

墳の活発な築造が認められなかった。これに対して、

沖ノ島における祭祀は前期末、すなわち３期にはすで

に本格化している。その主体としては３期の宗像市東

郷高塚古墳の存在が第一に注意される。その一方、遠

賀郡岡垣町域の北の玄界灘に面した段丘上〈２１〉には磯

辺１号墳、塩屋古墳という全長６０�を超える大型の前
方後円墳が３－４期に築造される。また、遠賀川河口

からやや内陸の西岸側、遠賀郡遠賀町地域〈２２〉には１

－４期の島津丸山古墳、豊前坊１号墳、豊前坊２号墳

という３基の前方後円墳がある。このうち島津丸山古

墳は未調査であるが、墳形から考えて筑前地域でも最

古級の前方後円墳のひとつであり、１－２期に相当し

よう。また、豊前坊１号墳は東郷高塚古墳からやや下

る時期の壺形埴輪が出土し、３－４期に位置づけられ

る。これらの地域では津屋崎古墳群での大型古墳の築

造が活発化する７期以降には大型古墳の築造が認めら

れず、地域を越えた関連性、継続性さえ想定される。

東郷高塚古墳、田久貴船前１・２号墳とともに、遠賀

川下流域の大型古墳と沖ノ島祭祀との関連の有無が今

後の大きな検討課題となろう。

一方、筑前地域全体をみても、津屋崎古墳群は非常

に狭い範囲に密集し、複数の系列で大型古墳を築造し

たことが特徴であった。津屋崎古墳群に葬られた首長

層の生産基盤を考えると、古墳群周辺地域では十分で

はなく、広く考える必要があろう。これに関しては７

期以降の遠賀川河口から岡垣町域の系列での大型古墳

の築造の中断、７－８期における釣川流域での大型古

墳の空白が注意される。また、津屋崎古墳群と糟屋平

野の間の地域では、古墳時代の各時期を通じて大型古

墳の継続的築造が認められない。津屋崎古墳群の首長

層、ひいては宗像君の生産基盤を考える場合には首長

墓系列の変動に加えて、釣川流域はもちろん、遠賀川

河口から糟屋郡北部地域までの広い範囲を対象とする

必要があると考えている。

� 八女古墳群と宗像地域の首長墓系列の対比

先述のように、９－１０期の宗像地域では須多田古墳

群で８０�前後の大型前方後円墳を代々、築造し、他の
系列でも中小型の前方後円墳等の首長墓を活発に築造

している。このような状況は筑前北部全体を見渡して

も際立つ存在である。これと比較できる首長墓の築造

動向を示す例として、北部九州地域では筑紫君の奥津

城とされる福岡県八女古墳群（第５・６図〈１０〉－〈１３〉）
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があげられる３）。

八女地域では矢部川右岸の丘陵上に多数の前方後円

墳、大型の円墳が分布する。それらを代表する存在が、

八女郡広川町石人山古墳と八女市岩戸山古墳である。

石人山古墳は表採された須恵器が池の上�式（橋口
１９８３）にほぼ相当し、６－７期に位置づけられる。岩

戸山古墳は墳丘規模、石製表飾類の樹立状況から、筑

紫君磐井の墓と考えることが通説となっている（森

１９５６）。なお、第５図では、岩戸山古墳の規模が大き

く、後続する古墳との間隔が小さいために、その位置

が９期初にまでかかっているが、筑紫君磐井の墓とし

て問題はなく、時期は９期中頃である。

八女古墳群を代表するこれら２基の大型古墳の間に

は、若干の時間差があり、その間を埋める存在として、

石人山古墳に隣接し、破壊により消滅した前方後円墳、

広川町神奈無田古墳を想定する説がある（佐田１９８１他）。

ただ、石人山古墳を中心とする丘陵西部〈１０〉には神奈

無田古墳の他に、TK２３－TK４７型式の須恵器を出土し、

８期に編年できる筑後市欠塚古墳、９期に位置づけら

れ、大型円墳で彩色した装飾壁画をもつ横穴式石室の

広川町弘化谷古墳もあり、これらをあわせて１つの首

第６図 久留米～八女地域の首長級大型古墳の分布
（重藤２０１０ｃから転載）

第５図 久留米～八女地域の首長墓系列
（重藤２０１０ｃを改変）

※注）〈 〉内番号は第６図に対応、黒塗りは時期を限定できる
もの、灰色は時期が前後する可能性のあるもの、白抜きは
時期決定の根拠の弱いもの。“〔”は前後関係不詳の一群、
“│”は連続的な関係を示す。
古墳名の後の数字は墳裾を基準とした全長ないし直径を示
す。

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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長墓系列として理解する方が良いと思われる。そこで、

丘陵西部の系列を岩戸山古墳をはじめとする丘陵中央

部〈１１〉、丘陵東部〈１２・１３〉の首長墓群とは区別して考

えておきたい。

八女古墳群の明確な形成は６期の石人山古墳以降と

考えられ、それ以前の首長墓が問題となってきた。筑

紫君の本貫を筑紫野市周辺に想定し、小郡市域あるい

は筑紫野市域からの首長墓の墓域の移動を考える説も

ある。筆者はそこまでの広域の墓域の移動は想定して

いない。津屋崎古墳群の大型前方後円墳では勝浦峯ノ

畑古墳が最古であり、それに先行する古墳としては上

高宮古墳、宮司井手ノ上古墳、奴山正園古墳という直

径２０�余りの円墳であった。八女丘陵周辺、矢部川流
域でも、直径２０�前後の円墳等を再検討し、石人山古
墳に先行する１－５期の首長墓の存在を明確にする必

要性を感じている。

岩戸山古墳のような巨大な前方後円墳、あるいは筑

紫君磐井という地方豪族が出現した背景として、小田

富士雄氏（小田１９７０）は、婚姻や統属などの手続きに

よって筑紫君が北部九州の首長層の上に君臨する地位

を獲得し、九州におけるデスポット的政権を確立しよ

うとしたためと述べている。吉田晶氏（吉田１９７５）は考

古学的事象も考慮し、吉備や毛野と同様に、筑・豊・

火の首長層の間で筑紫君一族を中心とした首長連合が

形成され、磐井はその首長連合の最高首長であったと

想定している。柳沢一男氏（柳沢１９８７、柳沢１９９１）、蒲

原宏行氏（蒲原１９９５）は石製表飾、阿蘇溶結凝灰岩製の

舟形石棺、横口式家形石棺の動向から、首長連合を構

成した範囲として有明海沿岸地域を想定している。

宗像地域の古墳では、八女古墳群や有明海沿岸地域

における石製表飾、石棺のような首長間のつながりを

象徴する考古資料はないものの、９期以降の大型古墳

間の階層性から、首長層の複雑な関係性が想定された。

また、津屋崎古墳群の生産基盤として、広く糟屋郡北

部から遠賀川河口域まで及ぶ地域を想定する必要があ

ると考えた。八女古墳群と対比すれば、これらの地域

におよぶ首長層の連合関係のもとに津屋崎古墳群が形

成されたと理解できるだろう。そして、その頂点に８０

�を超える大型前方後円墳を位置づけることが可能で
あろう。

一方、岩戸山古墳は主体部の内容が不明であるとい

う難点はあるが、北部九州の前方後円墳では最大規模

を誇ることから、有明海沿岸のみならず、北部九州各

地の首長層の上位に君臨した筑紫君磐井の権勢と対応

していると言える。また、岩戸山古墳以降も八女市鶴

見山古墳、広川町善蔵塚古墳、八女市乗場古墳と連続

的に全長８０�を超える大型の前方後円墳が築造される
ことにより、磐井の乱以後も首長層の結合体を代表す

る筑紫君の地位は連続していたと推測できよう。９期

以降の大型古墳の累代の築造という点でも、津屋崎古

墳群と八女古墳群は類似している。

このように津屋崎古墳群の動向は八女古墳群と対比

が可能であり、古墳間の複雑な階層性の点では八女古

墳群を凌駕する感がある。また、筑紫君磐井の乱は北

部九州各地を巻き込んだ事件であったとされるが、八

女古墳群とほぼ同規模あるいはそれ以上の大型古墳群

を形成した宗像地域は、筑紫君磐井の乱の基盤となっ

た首長間の連合体には属していなかった可能性が高い。

想像に過ぎないが、筑紫君と対抗するように、あるい

は筑紫君の存在を牽制する役割を担って津屋崎古墳群、

ひいては宗像君が台頭したような事情も考えられよう。

３．古墳時代前期・中期前半の北部九州の対外交渉

� 西新町遺跡における対外交易

ａ）遺跡の概要

後述するように古墳時代中期後半以降の宗像地域で

は多数の渡来人の存在が推測され、その首長層は朝鮮

半島との対外交渉に深く関与したと想定される。それ

に先立つ古墳時代前期には、福岡市西新町遺跡が北部

九州地域と朝鮮半島の交易拠点であったと指摘されて

いる（久住２００７他）。宗像地域の対外交渉の前史として、

ここでその内容を見てみることにしたい４）。

西新町遺跡は福岡県福岡市の西部を占める早良平野

の北東部、福岡市早良区に位置する（第７図－１）。遺

跡が形成された時点では博多湾に近く、海浜砂層で形

成された砂丘上の微高地に立地する。

西新町遺跡は北部九州の弥生時代後期終末の土器様

式である「西新式」の標識遺跡として注目されてきた。

近年の調査により、弥生時代後期終末～古墳時代前期
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の多数の竪穴住居跡とともに、各種の朝鮮半島系土器、

竪穴住居跡のカマド状遺構が発見され、朝鮮半島から

の多数の渡来人の存在が推測されるようになった。

ｂ）朝鮮半島系土器の系譜と時期

西新町遺跡では朝鮮半島系の各種土器が出土してい

るが、その中でも外見的な比較から産地の推定が可能

と考えられるものを第８図に示した。

１は陶質の小型丸底壺で、２の慶尚南道金海三東洞

遺跡（釜山女子大博物館１９８４）や慶尚南道馬山縣洞遺跡

（昌原大博物館１９９０）など慶尚南道西部地域に類例が多

い。３は陶質で無文の中型丸底壺である。４に慶尚南

道金海禮安里古墳群出土品（釜山大博物館１９９３）を示し

たように慶尚南道での出土量が多い。ただ、３世紀中

頃～４世紀前半と考えられる全羅南道咸平禮徳里萬家

村古墳群１３号墳４号土壙墓（全南大博物館２００４）、４世

紀代の集落遺跡、全羅北道全州中仁洞遺跡原三国時代

３号住居跡（全北文化財研究院２００８）で、類似する硬質

無文の土器が出土している。５は縦方向穿孔の耳をも

つ両耳付平底壺である。忠清道・全羅道地域に特徴的

な器形であり、搬入品と考えられる。６には全羅北道

高敝南山里古墳群出土品（全北文化財研究院２００７）を示

した。７は平底の両耳付二重口縁壺である。類例とし

て８に全羅北道高敞萬洞遺跡出土品（湖南文化財研究

院２００４）を示したが、このような器形は４世紀以前の

全羅道地域に多いものである。９は瓦質に近い焼成の

壺であり、無文の胴部、倒卵形の胴部形態が特徴であ

る。同様の土器は１０に示したように全羅北道扶安竹幕

洞祭祀遺跡（國立全州博物館１９９４）から出土している。

１１は赤褐色軟質の高杯である。ブランデーグラス形の

器形に、中実の脚部が付く。１２に示した全羅南道麗水

禾長洞遺跡（順天大博物館２００２）出土品と類似している。

１３は平底の甑であり、同心円状に直径１�に満たない
蒸気孔を多数、配置する。胴部中間に把手を付けるが、

胴部外面器壁には把手の割り付け線と思われる沈線が

巡る。このような特徴は１４に示した全羅南道海南新今

遺跡出土品（湖南文化財研究院２００５）や全羅南道海南郡

谷里貝塚出土品（木浦大博物館１９８９）と酷似しており、

全羅南道からの搬入品と考えられる。

以上に示した例の他にも多数の朝鮮半島系土器が出

土しているが、上述のように慶尚南道加耶地域に由来

するものもあれば、全羅道さらには一部忠清南道にま

で及ぶ馬韓地域のものもある。全体的には後者が多く、

朝鮮半島西岸に発し、南岸を経由して北部九州、西新

町遺跡にもたらされたと考えられる。

本稿での土師器編年（第１表）に即して述べれば、遺

跡内で最古の時期に属する朝鮮半島系土器は２次Ｄ区

１号住居跡の軟質両耳付壺、１２次９３号住居跡の両耳付

二重口縁壺（第８図－７）、１７次３８号住居跡の陶質土器

壺口縁部等で、土師器編年�期古段階にまで遡る可能
性がある。一方、出土した朝鮮半島系土器のうち、１２

次９３号住居跡二重口縁壺、１２次６３号住居跡両耳付壺（第

８図－５）は全羅道を中心に分布する特徴的な器種で

ある。これらの土器を徐賢珠氏（徐賢珠２００６）による全

羅南道栄山江流域の土器編年に照らすと、�－１期～
�－２期にその中心があり、�－１期は３世紀中葉～
後葉、�－２期は４世紀前葉～中葉とされる。また、
１２次９３号住居跡出土二重口縁平底壺は前述のように第

８図－８の全羅北道高敞萬洞遺跡１２号墳木槨墓出土品

と類似する。徐賢珠氏（徐賢珠２００８）は栄山江流域の３

～５世紀古墳埋葬施設出土遺物の共伴関係の２期に位

置づけ、３世紀後半と考えている。上述した西新町遺

跡の編年と矛盾はなく、西新町遺跡が北部九州と朝鮮

半島との交易の窓口として機能していた時期を、おお

むね古墳時代前期としても無理はないと思われる。

ｃ）カマド付竪穴住居跡

西新町遺跡では古墳時代前期の日本国内の他遺跡で

ほとんど例をみないカマド付竪穴住居跡が多数検出さ第７図 北部九州と馬韓地域との関連遺跡分布
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れている点も特徴である。これまでの２２次に及ぶ調査

で明らかにされたカマド付竪穴住居跡は１０６棟を数え、

弥生時代後期終末～古墳時代前期の竪穴住居跡５２５基

のうちの約２０％に相当する。これに対して炉を設置す

るものがほぼ同数の１０３基あり、残る３００基余りは新し

い遺構に壊されるなどの理由のため、カマドないしは

炉の有無が不明の住居である。

同時期の朝鮮半島では、楽浪郡を経由して中国本土

ないしは中国東北部の調理様式が受容され、カマドが

広く普及する。韓国では近年、原三国～三国時代の集

落遺跡の調査が進展しており、壁に沿って長く煙道を

伸ばす型式のものは「オンドル状遺構」とも称される。

第８図 西新町遺跡出土の朝鮮半島系土器とその類例 （１／６、下原編２００９から作成）

重藤 輝行
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西新町遺跡のカマドについては韓国でのオンドル状遺

構と称されるものと類似するものがあるため、朝鮮半

島からの渡来人がもたらした知識によって構築された

ことは間違いないだろう。

西新町遺跡のカマドは、住居跡内におけるカマドの

位置と煙道の長さから、大きく次の�～�類に大別さ
れ、さらに�・�類はそれぞれａ・ｂに細分されてい
る。このうち事例の多いものには第９図－１～３に示

した�ｂ類、�ｂ類、�類がある。なお、カマド平面
形が「Ｌ」字形を呈する�ｂ類はオンドル状遺構に相当
する。

この時期における朝鮮半島の竪穴住居の類例を見て

みると、慶尚南道地域では円形プランを基本とし、近

年では煙道が長く伸びたカマドを付設する調査例が増

加している（第９図－５、咸陽花山里遺跡、慶南發展

研究院歴史文化 ２００７など）。金羅英氏（金羅英２００７）

によれば３世紀後葉～４世紀には慶尚北道地域では方

形プランにオンドル状遺構を設置したものが多いのに

対して、慶尚南道地域では円形プランの住居跡が多い。

全羅道地域では長方形または正方形プランのものが多

く、慶尚南道地域と対照的である。こうした朝鮮半島

の例と西新町遺跡例とを比較する限り、少なくとも竪

穴住居の平面形態においては慶尚南道地域からの影響

は小さかったものと思われる。

全羅道、忠清道では１遺跡内でのカマドの様相が多

様で、複雑である。全羅南道海南郡新今遺跡（湖南文

化財研究院２００５）では、３世紀中頃とされる�段階で
は西新町遺跡�類と類似するカマドであるが、３世紀
後半に相当する�段階では西新町遺跡�ｂ類に類似す
るオンドル状遺構（第９図－９）に転換するとされてい

る。これに対して４世紀以降とされる全羅北道益山射

徳遺跡（湖南文化財研究所２００７ａ）では、西新町遺跡�
類と類似するカマドが築造されている。また、４～５

世紀に編年される忠清南道鶏龍立岩遺跡（忠清南道歴

史文化研究院２００８ａ）では、�類に類似するカマドが
１２基であるのに対し、�ｂ類に類似するカマドが５基
にとどまる。両者は時間的な差ではなく、中小型住居

跡に前者が、大型住居に後者が使用されたと推測され

ている。したがって、朝鮮半島西南部地域では小地域

ごとに多様な形態のカマドが築造された可能性がある。

西新町遺跡に並行する時期の百済の王城、ソウル市

風納土城遺跡（國立文化財研究所２００１）では、六角形の

住居跡に壁から煙道を離したカマドが設置され（第９

図－４）、住居跡の平面形は別とすると西新町遺跡カ

マドの�ｂ類と同様の構造となっている。風納土城の
カマドが西新町遺跡に直接的な影響を与えた可能性は

小さいと推測されるが、朝鮮半島西海岸～南海岸地域

の海沿いの交流のもとに展開した多様なカマドが西新

町遺跡に流入した結果、�ｂ類が成立したと想定され
よう。

西新町遺跡におけるカマドは渡来人の知識、技術無

しには成立しがたいと考えられ、その数から相当数の

渡来人が存在していたと考えることが妥当であろう。

また、前述した朝鮮半島系土器とカマドの故地が一致

するので、渡来人は朝鮮半島西海岸～南海岸の人々を

中心としたと考えられよう。

ただし、西新町遺跡のカマド付住居跡は周辺地域に

は波及しなかったと解釈されている（武末２０１０他）。ま

た、西新町遺跡では古墳時代初頭以降に畿内系土師器

とともに、山陰、吉備等西日本各地の土器が出土する。

したがって、朝鮮半島からの渡来人とともに、西日本

各地から移動してきた人々も居住していた可能性が高

い。まさに、朝鮮半島への交通の窓口として、交易拠

点として機能していた姿が推測できよう。

� 鳥足文土器の出現と馬韓系渡来人

西新町遺跡は朝鮮半島西岸～南岸の地域との交通・

交易の拠点であり、朝鮮半島西南部の馬韓を中心とし

た地域からの渡来人の存在が想定された。西新町遺跡

は古墳時代前期末、土師器編年�期末には終焉を迎え
ており、その後、北部九州においてどこが朝鮮半島と

の交易拠点となったかは大きな問題である。

ところで、朝鮮半島の鳥足文土器は４世紀前半に百

済中心部で定型化した土器であるが、馬韓地域に分布

の中心がある（金鍾萬２０１０）。北部九州でもいくつかの

出土例があり、抽出が容易であることに加えて、在来

の土器との融合の過程を示す事例もある。そこで、こ

こでは鳥足文土器を手がかりに、４世紀末～５世紀前

半の馬韓からの渡来人の動向を考えてみることにした

い５）。

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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『魏志倭人伝』に登場する「伊都国」の拠点集落と考え

られる福岡県糸島市三雲・井原遺跡群（第７図－３）で

は、古墳時代においても各調査地点で朝鮮半島系土器

が出土する。その中で注目される資料が軟質で鳥足文

に近いタタキを施す三雲４３５番地方形土坑（第１０図－１、

牟田・岡部編２００２）、井原塚廻２号住居跡（第１０図－２、

林１９９２）、井原上学遺跡３号溝（第１０図－３、岡部１９８７）

の土器である。この３点の土器を子細に見ると、三雲

４３５番地の資料は口縁部及び胴部は馬韓系土器本来の

形態を維持しているが、井原塚廻２号住居跡、井原上

学３号溝の資料は鳥足文タタキを施しながら器形その

ものは土師器甕に近づいている。それぞれの時期は三

第９図 西新町遺跡出土のカマド付竪穴住居跡と朝鮮半島の類例 （下原編２００９を改変して作成）

重藤 輝行
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第１０図 糸島市三雲・井原遺跡群、新宮町夜臼・三代遺跡群、福岡市唐原遺跡出土の朝鮮半島系土器と関連資料
（１／６、各報告書より転載して作成）

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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雲４３５番地＝土師器編年�Ａ期、井原塚廻２号住居跡
＝�Ｂ期、井原上学３号溝＝�期であり、土師器化の
進展は時間的変化とも対応している。

このような過程が渡来してきた土器製作工人の規範

の変化を示唆するとすれば、三雲・井原遺跡群におけ

る馬韓地域からの渡来人の存在、さらにはその定着を

物語る資料となろう。ただ、三雲・井原遺跡群では三

雲遺跡堺�－４区６号住居跡から把手脚付短頸壺と大
甕（小池編１９８３）が出土しており、これらは加耶系と考

えられる。三雲・井原遺跡群では加耶からの渡来人も

存在した可能性が想定される。このような複数地域か

らの人々の渡来という点から、三雲・井原遺跡群が先

行する西新町遺跡の役割を代替している可能性が考え

られる。

また、福岡県新宮町夜臼・三代遺跡群大森地区（第

７図－４）から、�Ｂ期を中心とする土師器とともに
大型の軟質土器壺及び鳥足文風のタタキで仕上げた軟

質土器（第１０図－５～８）がまとまって出土した（西田

１９９４）。これらの土器には、馬韓地域の鳥足タタキ文

土器と類似する器形（第１０図－５）もあれば、北部九州

地域の土師器甕と類似した器形（第１０図－７・８）もあ

る。三雲・井原遺跡群と同様に、馬韓からの渡来人が、

土師器を模倣して製作したものと考えられる（重藤

１９９８、白井２００１）。これらの軟質土器とともに陶質土

器壺（第１０図－９・１０）も出土しているが、これも馬韓

系土器であろう。

この他に興味深い資料として、夜臼・三代地区遺跡

群とも程近い福岡市東区唐原遺跡 SC３０（第７図－５）

より出土した軟質土器甕（第１０図－１１・１２）がある（小

林編１９８９）。共伴する土師器は�Ａ期である。軟質土
器甕は大振りの格子タタキで仕上げられ、口縁部形態、

胴部形態も特徴的なものである。朝鮮半島における系

譜・類例を具体的に指摘することはできないが、慶尚

道地域のものではないようであり、消去法的に考えれ

ば忠清道～全羅道地域に由来する可能性がある。同遺

構からは北部九州地域の土師器はもちろん、慶尚南道

咸安地域のものと推測される陶質土器高杯（第１０図－

１３）、東海系台付甕破片、畿内系と推測される高杯等

各地の土師器も出土している。したがって、軟質土器

甕の製作地等が決定できれば、広域的な土器の移動、

さらには当該期の交易関係の実態を知ることのできる

資料となろう。

また、このような夜臼・三代地区遺跡群、唐原遺跡

群の動向は、古墳時代前期の馬韓の人々が博多湾沿岸、

西新町遺跡までを行動範囲としたのに対して、中期初

頭以降、より東方へと移動を拡大させたことを示すも

のと言えるだろう。

� 横穴式石室の出現

北部九州地域では４世紀後葉にまで遡る前方後円墳

編年４期、古墳時代中期初頭に横穴式石室が出現し、

５世紀を通じて普及する。これら日本の他地域に先行

して北部九州地域で出現、普及した古墳時代中期の初

期横穴式石室を「北部九州型初期横穴式石室」と呼ぶ。

筆者は首長墓を中心に採用される玄室幅１．５�、玄室
長２．５�以上の大型のものを初期横穴式石室Ａ類とし、
それ以下の小型を初期横穴式石室Ｂ類と分類してい

る６）。

これら北部九州型初期横穴式石室の起源は朝鮮半島

にあることは疑いない。ただ、５世紀の新羅の王都、

慶州周辺では横穴式石室は見られない。また、後に新

羅の傘下におさめられた国々も含めた加耶諸国では

「竪穴系横口式石室」と呼ばれる横穴式石室の影響を受

けて在来の竪穴式石槨に横口を設けた石室が存在する

が、その一般化は５世紀中頃以降のことである。した

がって、具体的な祖型を特定することは難しいが、北

部九州型初期横穴式石室の起源は当時、横穴式石室を

築造していた漢城期の百済あるいは楽浪郡故地に想定

される。

津屋崎古墳群中では勝浦峯ノ畑古墳、勝浦井ノ浦古

墳が初期横穴式石室の代表的な事例と言える。また、

宗像地域では北部九州型初期横穴式石室Ｂ類を埋葬施

設とする古墳が多いことも指摘されている。これら北

部九州型初期横穴式石室は、古墳時代中期前半の渡来

人の動向、あるいは北部九州と朝鮮半島南部との交流

を物語る重要な資料と位置づけられる。そこで、『前

方後円墳編年』の５期以前の北部九州型初期横穴式石

室とそれに関連する横穴式石室を一覧として示したも

のが第２表であり、その分布を示したものが、第１１図

である７）。これによればこの時期の北部九州型初期横

重藤 輝行
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穴式石室は福岡平野より西の玄界灘沿岸地域及び有明

海沿岸地域に限定されている。また、第２表及び第１１

図に示していないが、熊本県に分布する平面方形の玄

室プランで石室内に石障を設置する肥後型初期横穴式

石室もこの時期には登場している可能性が高い。これ

に対して、今後、発見される可能性は皆無とは言えな

いが、現在のところ宗像地域にはこの時期の横穴式石

室は分布していない。

前方後円墳編年５－６期の宗像地域の首長墓級の古

墳である福津市奴山正園古墳、福津市宮司井手ノ上古

墳では箱式石棺、木棺を使用しない小型の竪穴式石室

である「石棺系竪穴式石室」を埋葬施設としている。横

穴式石室の普及はこれに遅れるものと考えておきたい。

また、北部九州型初期横穴式石室Ｂ類は宗像地域に多

いとはいえ、前方後円墳編年５期以前の例は福岡市老

司古墳（吉留・他編１９８９）と唐津市双水柴山２号墳（中

島編１９８７）に限られる。したがって、福岡平野より西

の玄界灘沿岸地域で成立した北部九州型初期横穴式石

室Ｂ類が、前方後円墳集成編年６期以降に宗像地域に

普及したものと考えられよう。

前述のように鳥足文土器の分布から、古墳時代中期

前半に糸島市三雲・井原遺跡群において馬韓からの渡

来人の存在が想定された。北部九州型初期横穴式石室

の祖型は百済等に求められるので、横穴式石室の導入

に際して、西新町遺跡以来の馬韓との交流が基礎に

なったと考えられる。

４．宗像地域における渡来人関係の資料

� 古墳時代中期前半における宗像地域と朝鮮半島

宗像地域では古墳時代中期前半には横穴式石室は分

布せず、馬韓系土器も少ない。また、この時期のまと

まった集落遺跡の調査例が少ないため、集落における

朝鮮半島からの渡来人の動向が不明であることも事実

である。そのような資料的制約の中で、前方後円墳編

年５～６期に位置づけられる福津市宮司井手ノ上古墳、

第２表 前方後円墳編年４～５期における北部九州型初期横穴式石室 （重藤１９９９を改変）

第１１表 前方後円墳編年４～５期における北部九州型初期
横穴式石室の分布
（重藤１９９９を改変）
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福津市奴山正園古墳から特徴的な陶質土器が出土して

いることは注目される（第１２図）。

第１２図－１は前方後円墳編年５期に位置づけられる

宮司井手ノ上古墳の陶質土器壺であり、肩部の耳状突

起が特徴的である。このような特徴のものは馬韓地域

での出土例が少なく、加耶に多いため、搬入品の可能

性が考えられる。第１２図－２～４は前方後円墳編年６

期前後の奴山正園古墳出土の陶質土器である。２は高

杯形器台で、鉢部の粗雑な鋸歯文が注目される。高杯

形器台は初期須恵器及び加耶の陶質土器に特徴的な器

形をなしているが、このような粗雑な鋸歯文は陶邑出

土の初期須恵器及び加耶の陶質土器には見られない。

この点を考慮すると、加耶からの技術導入のもとに在

地生産された可能性が高い。３は壺の頸部と考えられ、

現状では３段に区画して波状文を施す。加耶では慶尚

北道高霊を中心とする大加耶地域に多いものであり、

搬入品の可能性も考えられる。

先に、中期前半における横穴式石室の導入において

福岡平野より以西の玄界灘地域と有明海沿岸地域が先

行したことが考えられた。また、福岡平野以西の玄界

灘沿岸地域における古墳時代前期以来の朝鮮半島との

交流により横穴式石室が導入され、糸島半島等に居住

した馬韓系の渡来人がそれに関与したと想定した。宗

像地域には中期前半の初期横穴式石室が分布しないが、

逆に言えば、上述したような陶質土器の流入、あるい

は須恵器の生産はそれとは異なるルートによるもの、

すなわち宗像地域が加耶との独自の交通路を確立した

ことを示す資料と考えても良いかもしれない。今後、

当該期の渡来人の動向を物語る集落遺跡、生産遺跡の

解明が期待される。

� 古墳時代中期後半以降の宗像地域の渡来人

ａ）朝鮮半島系土器の出土遺跡と渡来人

津屋崎古墳群の間に位置する集落遺跡（第１図－Ａ

～Ｃ）、福津市在自遺跡群（在自小田遺跡・在自上ノ原

遺跡・在自下ノ原遺跡、池ノ上他編１９９４・池ノ上他編

１９９５・池ノ上他編１９９６ｂ）、福津市生家釘ヶ裏遺跡（池

ノ上他１９９８）、福津市奴山伏原遺跡（池ノ上２００２ａ）で

は、古墳時代中期後半以降の馬韓地域と関連する資料

を含む朝鮮半島系遺物・遺構が、集中的に確認されて

いる８）。

馬韓系の鳥足文土器は在自遺跡群で破片（第１３図－

１～７）が出土している。このうち第１３図－１～３の

鳥足文土器破片の出土した在自小田遺跡 SB０１は四面

廂を備えた大型の掘立柱建物であり、隣接して滑石製

紡錘車・臼玉と土器等が出土した祭祀土坑 SK０４があ

る（第１４図）。SK０４からは TK２０８型式の須恵器、�期
後半の土師器が出土していて、SK０４とほぼ主軸を揃

えている SB０１も同時期であろう。SB０１は一般の集落

では見られない規模、構造の建物であり、首長の執り

行なう祭祀に係わる建物と推測される。そこでの祭祀

に馬韓系の土器が使用されたとは断定できないとして

も、首長層と馬韓からの渡来人との密接な関係を想定

しても大過ないであろう。ただし、在自小田遺跡では

大加耶系陶質土器壺（第１３図－１１）も出土しているので、

首長層と朝鮮半島との関係は馬韓に限られないことも

第１２図 宮司井手ノ上古墳・奴山正園古墳出土の陶質土器
（１／６、１は宮司井手ノ上古墳、他は奴山正園古
墳、報告書より転載）

重藤 輝行
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第１３図 宗像地域の集落遺跡出土の朝鮮半島系土器 （９は１／１２、１～６は１／４、他は１／６、各報告書より転載）

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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指摘できよう。

在自上ノ原遺跡 SK０３から出土した鳥足文土器（第

１３図－４～６）も�期後半の土師器を伴う。在自下ノ
原遺跡 SC０１５から出土した鳥足文土器（第１３図－７）は

MT８５型式頃の須恵器が共伴している。

この他に在自下ノ原遺跡土器溜り遺構出土の陶質甕

（第１３図－８）、奴山伏原遺跡 SC０５７住居跡から出土し

た軟質甕（第８図－１２）も器形から考えれば馬韓系土器

の可能性が高い。前者は TK２３型式の須恵器を、後者

はMT１５型式の須恵器を伴う。生家釘ヶ裏遺跡 SC１８８

号住居跡出土の外面にタタキを施した移動式カマド

（第１３図－９）も特異なもので、朝鮮半島との関係が想

定される。

一方、釣川流域（第１図－Ｄ～Ｈ）では、MT１５型式

の須恵器を伴う宗像市冨地原川原田遺跡 SB１４竪穴住

居跡（白木１９９４）で鳥足文土器（第１３図－１３）が出土して

いる。同遺跡では土師器�期の SB２７竪穴住居跡から、

車輪文風の特異なタタキを施した軟質土器甕や陶質土

器壺（第１３図－１４・１５）も出土している。初期のカマド

付竪穴住居を含むことから、集落内に渡来人が居住し

第１５図 光岡六助遺跡出土陶質土器とその類例
（１／６、各報告書より転載）

第１４図 在自小田遺跡遺構配置図と SB０１平面図
（池ノ上編１９９４から転載）

第１６図 竪穴外排水溝を伴う竪穴住居
（各報告書より転載）

重藤 輝行
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た可能性が高い。また、宗像市冨地原森遺跡 SB１６あ

るいは遺構には伴わない資料であるが、宗像市光岡六

助遺跡出土の平底傾向の壺（第１５図－１、白木１９９５）も

全羅南道咸平昭明洞遺跡２号住居跡出土土器（全南大

博物館２００３）と類似するため馬韓系土器の可能性が高

い。同様の例として、土師器�期でも古い時期に属す
る福岡市早良区有田遺跡１２５次 SC０１出土土器（第１５図

－２、山崎編１９９３）があり、その時期を知ることがで

きる。

ｂ）竪穴外排水溝を伴う竪穴住居

宗像地域では竪穴住居においても馬韓系渡来人との

関連が抽出できる可能性がある。奴山伏原遺跡では排

水溝と推測される溝が竪穴外に長く伸びた古墳時代で

は例の少ない特異な構造の竪穴住居跡がまとまって検

出されている（第１６図－１・２）。

同種の排水溝をもつ竪穴住居跡は慶尚南道昌寧桂城

里遺跡（ 文化財研究院２００８）にも例があるが、近年、

全羅北道益山射徳遺跡（湖南文化研究院２００７ａ）、光州

市河南洞遺跡（第１６図－３、湖南文化財研究院２００８ｂ）、

全羅南道潭陽梧山遺蹟（湖南文化財研究院２００７ｃ）など、

全羅道を中心とする馬韓の集落遺跡での事例が増加し

ているようである。

釣川流域の土師器�期以降の集落遺跡ではこの種の
竪穴住居が多く、本地域に多くの馬韓系渡来人が居住

していたことを示唆する。さらに、同様の竪穴住居は

福津市よりも東に位置する遠賀郡岡垣町友田遺跡群

（中川編１９８９、大坪他２００８、第７図－８）、遠賀郡遠賀

町尾崎・天神遺跡（武田１９９１、第７図－９）でもみられ

る。津屋崎古墳群と関連の深い首長層のもとに集まっ

た馬韓系渡来人が周辺に拡散したことも想定すべきで

あろう。

ｃ）宗像地域における須恵器・鉄器生産

宗像地域の古墳時代須恵器窯跡には、５０ヶ所を超え

る須恵器散布地が確認され、一部の調査が実施されて

いる須恵古窯跡群（宗像窯跡群、第１図－�）が挙げら
れる（花田２００２）。須恵須賀浦窯跡群、稲元日焼原窯跡

群などの支群に分かれるが、花田氏、岡田裕之氏（岡

田２００３）の研究によれば、MT１５型式頃に操業を開始し、

６世紀を中心とした窯跡群と解釈される。北部九州最

大の須恵器窯跡群には福岡県大野城市牛頸古窯跡群が

あり、この他に６世紀の大規模な窯跡群としては八女

古墳群と近接する八女古窯跡群がある。須恵古窯跡群

は６世紀においてはそれらを凌駕する生産規模が推定

されることに加えて、牛頸窯跡群、八女古窯跡群より

先行して形成された可能性が高い。先にみた八女古墳

群を凌駕するような宗像地域の大型古墳の構成が生産

遺跡の規模にも反映していると考えられる。また、須

恵古窯跡群の形成に朝鮮半島からの渡来人が深く関与

したことは想像に難くない。須恵古窯跡群は釣川中流

域北岸の首長墓系列〈１９〉と重なるが、供給圏はその範

囲に限定できないと考えられる。やはり、その生産に

は津屋崎古墳群に葬られた首長層の関与が想定されよ

う。

この他に、久原瀧ヶ下遺跡（５世紀後半）で羽口が出

土し、野坂一町間遺跡（５世紀後半）で鍛冶炉２個所、

武丸高田遺跡（６世紀後半）で鍛冶炉が検出され、渡来

人との関連が問題となる（花田２００２）。新原奴山１号墳

では鍛冶工具が出土し、首長層が鍛冶工人を掌握して

いたと推定されるが、その生産遺跡は釣川流域にまで

及んでいた可能性が高い。また、遠賀川流域の遠賀町

尾崎・天神遺跡で６世紀後半の鍛冶炉が検出され、隣

接する岡垣町瀬戸遺跡（中川編１９９０）では同時期の製鉄

炉が検出されている。

先に津屋崎古墳群の首長層の生産基盤を釣川流域、

さらにはそれを越えた地域にまで広げて考える必要性

を指摘したが、これら生産遺跡の動向はそれを支持す

るものと解釈できよう。

ｄ）渡来人の墓地について

古墳時代中期の北部九州地域における朝鮮半島から

の渡来人に関わる墓地としては福岡県朝倉市池の上・

古寺墳墓群が著名である。池の上・古寺墳墓群では陶

邑産とは異質で加耶の陶質土器と酷似した初期須恵器

や、例の少ない初期馬具などが出土している。また、

古墳時代中期の日本では一般的でない主体部に土器を

副葬する古墳が集中している。同時期の朝鮮半島にお

ける木槨墓・石槨墓などの主体部内への土器の副葬の

葬送儀礼をそのまま再現したものであり、土器の副葬

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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そのものが渡来人との関連の深い葬送儀礼と考える。

古墳時代中期において、池の上・古寺墳墓群と同様

に土器を主体部内に副葬した古墳の分布を見ると（重

藤２０１０ｂ）、池の上・古寺墳墓群のみならず、いくつ

かの例がみられる（第１７図）。しかしながら、宗像地域

においては馬韓を中心とした朝鮮半島からの渡来人の

痕跡が濃密であるにも関わらず、主体部内に土器を副

葬する古墳が見られないことは特筆される。今後、ま

とまって渡来人の墓地が発見される可能性も皆無では

ないが、古墳時代中期に属する古墳の調査例は豊富で

ありながら現時点では発見に至っていないので、渡来

人であっても宗像地域の集団に溶けこみ、他の古墳と

同様の葬送儀礼で葬られた可能性も一方では考慮して

おきたい９）。

� 小結

以上に見た渡来人に関わる資料は、総じて言えば、

古墳時代中期後半以降に増加したと理解できる。その

画期としては、在自小田遺跡 SB０１あるいは冨地原川

原田遺跡 SB２７住居跡の頃に求められる。土器および

古墳の編年に即して言えば、土師器編年�期、陶邑須
恵器編年 TK２１６～TK２０８型式、前方後円墳編年７期の

頃である。

その際、中心となったのは馬韓からの渡来人であっ

た。上述のように、古墳時代前期の馬韓との交易拠点

となった遺跡として福岡市西新町遺跡がある。また、

中期前半の横穴式石室の導入を主導した地域として福

岡平野より西の玄界灘沿岸地域、有明海沿岸地域が想

定され、そこにも馬韓からの渡来人の関与が考えられ

た。これら馬韓からの渡来人の東への広がりは中期前

半に進むと考えられるので、中期後半に宗像地域でそ

の数が増加することと合致しているといえよう。

ただし、中期前半において宮司井手ノ上古墳あるい

は奴山正園古墳出土の陶質土器から加耶との交流が推

測された。中期前半以前に宗像地域が馬韓の人々を媒

介としない朝鮮半島との交易、交流関係を形成してい

たかどうか、さらにはそれに関係する渡来人の動向を

物語る遺跡の解明が今後の問題となろう。また、中期

後半を中心とする在自小田遺跡においても大加耶系陶

質土器が出土している。したがたって、宗像地域の渡

来人には馬韓以外の人々も存在していたし、首長層の

対外交渉も馬韓に限定されることがなかったと考えら

れる。

５．勝浦峯ノ畑古墳・勝浦井ノ浦古墳にみる対外交渉

� 勝浦峯ノ畑古墳の馬具と装身具

勝浦峯ノ畑古墳は津屋崎古墳群における大型古墳の

築造の契機となった前方後円墳である。１９７６年に実施

された後円部横穴石室の発掘調査により、撹乱を被っ

てはいたものの、多数の重要な副葬品が出土した。そ

のうち金銅製をはじめとする装身具と馬具は、被葬者

の対外交渉を物語る資料であり、ここで簡単に紹介し、

その意義を考えることにしたい１０）。

ａ）装身具

金銅製装身具は細片となっているが、幅および高さ

０．８�程の横断面Ｕ字形の金銅金具片が何点か含まれ
る。その中には、小片ではあるが、内側に薄い金銅板

片が残るものもある。大きさやこのような特徴から尖

縁式冠帽（毛利光１９９５）の縁金具と考えられる。また、

歩揺付きの金銅製透彫金具破片も多数見られる。これ

らは、金銅製冠帽縁金具と一連となる可能性が考えら

れる。その場合、熊本県江田船山古墳（本村１９９０）、福

第１７図 古墳時代中期の北部九州における主体部内土器副
葬古墳の分布
（重藤２０２０ｂを改変して転載）

重藤 輝行
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井県十善の森古墳、大阪府峯ヶ塚古墳（十善の森、峯

ヶ塚については毛利光１９９５を参照した）出土の龍文な

どを透彫りした金銅製冠帽と同様のものであったと推

測される。本古墳は江田船山古墳に若干、先行する可

能性が高く、日本出土の冠帽では最古級の資料と考え

られる。

江田船山古墳出土の冠帽は百済製と考えられており

（桃崎２００８、李漢祥２００８）、本例も同様に位置づけられ

よう。忠清南道公州市水村里４号墳（李勲２００７、李漢

祥２００８）からは龍文金銅製透彫冠帽が、忠清南道瑞山

市富長里遺跡５号墳１号土壙墓（忠清南道歴史文化研

究院２００８ｂ）からは亀甲龍鳳文金銅製透彫冠帽が出土

している。これらは百済漢城期の製作と考えられてお

り、江田船山古墳もその可能性が指摘されている（桃

崎２００８）。勝浦峯ノ畑はこれらのものと同様に百済か

らの舶載品で、漢城期にまで遡ると考えられる。

また、極小型の高杯状の鉄製品の杯形部に直径５�
程の紺色のガラス玉を嵌めた小片がある。基部は板状

をなし、下端は穿孔により別製品に接合されていたよ

うである。十善の森古墳、峯ヶ塚古墳では金銅製冠帽

の表面をガラス玉で装飾しているが、ガラス玉の接合

方法が異なる。むしろ、全羅南道羅州市新村里９号墳

乙号棺出土の金銅製冠帽とセットになる金銅製冠の立

飾頂部のガラス玉の接合法に類似している（国立光州

博物館の展示図録を参考とした）。新村里９号墳乙号

棺出土例と同様の冠が、上述の冠帽に伴った可能性も

想定しておきたい。

また、金銅製の歩揺とは別に直径５�前後の金製歩
揺も含まれる。冠帽に伴うと考えられる金銅製歩揺と

は別製品で、例えば垂飾付耳飾等に伴う可能性が考え

られる。�具の馬蹄形金具と推測される破片もあり、
そうであるとすれば龍文等を透彫りした金銅製帯金具

の�具に近い。他に円環系有刻型銅釧の破片も出土し
ている。

勝浦峯ノ畑古墳出土の金銅製装身具は細片と化して

おり、全形を知ることができないものが多い。しかし、

上述したように、龍文透彫金銅製冠帽、金銅製釧の存

在はほぼ確実であり、金銅冠、垂飾付耳飾、金銅製帯

金具が存在した可能性も指摘できた。熊本県江田船山

古墳出土の副葬品に相当する構成がイメージでき、古

墳の規模にふさわしい。また、金銅製冠帽、金銅冠は

百済漢城期に並行する時期の馬韓の古墳出土資料と対

比でき、被葬者の対外交渉、沖ノ島祭祀との関わりが

垣間見える資料と言えよう。

ｂ）馬具

木心鉄板張輪鐙と杓子形木心鉄板張壺鐙の出土が注

目される。木心鉄板張輪鐙は柄上端部片が２点出土し

ていることから、１双分の副葬は間違いないが、小片

となっており、全体を復元することは難しい状態で

あった。輪の縁板の破片の一部には表、裏の鉄板が当

たらないと考えられるものがあり、輪下部は前後両面

に鉄板が無く、木心が露出していた可能性が高いもの

である。

そのような特徴から類似すると考えられる韓国・慶

尚南道陜川郡玉田古墳群７０・８２号墳と外形もほぼ合致

する１１）。全体としては高さ２８�、柄部高さ１２�、輪部
の高さ１６�、輪部の幅１８�程となる。また、玉田７０・
８２号墳出土品など玉田古墳群出土の木心鉄板張輪鐙で

は前面の鉄板中央が稜をなし、輪部の横断面が五角形

になることが特徴とされている（諫早２００６）。本例では

明確な稜をなすものはないが、やや突出する横断面形

の鉄板が前面、平坦な鉄板が後面と確定できる。福岡

県内出土の類例には、前方後円墳編年６－７期の福岡

県うきは市月岡古墳出土品（児玉編２００５）、福岡県筑後

市瑞王寺古墳出土品（諫早２００６）が挙げられる。

杓子形木心鉄板張壺鐙は細片と化しており、破片を

全部合わせても１双分に満たない。ただし、柄部と壺

部の木目が平行に走ることから、柄部と壺部が一木作

りの杓子形木心鉄板張壺鐙が副葬されていたことは間

違いない。全高２５�、柄部高さ９�、壺部高さ１６�、
壺部幅１７�ほどに復元される。鳩胸金具が上部で終わ
る点、鳩胸金具以外は鋲頭を見せない点は、隣接する

勝浦井ノ浦古墳から出土した杓子形木心鉄板張壺鐙と

大きく異なり、本例が先行すると考えられる。日本出

土の壺鐙の中でも最古の一群に属するものとして注目

されよう。ただし、鋲頭が見えない点など日韓出土の

他の壺鐙と異なる特徴も多く、その時間的位置づけ、

製作地の推定が難しい。鋲頭の見えない点などは木心

鉄板張輪鐙に近く、その位置づけについては輪鐙も含

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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めて検討する必要があろう。

その他に鉄地金銅張の杏葉ないしは鏡板片と推測さ

れる破片、鉄製の杏葉または鏡板片、方形革金具、�
具片などが出土している。

以上のように木心鉄板張輪鐙は玉田古墳群出土品と

の類似性が指摘できた。また、杓子形木心鉄板張壺鐙

は鳩胸金具が上部で終わり、日本出土品としては最古

式に属するものである。また、鋲頭が目立たないとい

う特徴は日本出土品に例を見ないものである。このよ

うな点から、朝鮮半島出土の初期壺鐙との関連も深い

と考えられる。したがって、馬具についても勝浦峯ノ

畑古墳の被葬者と朝鮮半島との関係を示す資料として

位置づけられよう。

� 勝浦井ノ浦古墳の初期横穴式石室

勝浦井ノ浦古墳は全長７０�の前方後円墳で、県道工
事に伴い１９７６年に前方部横穴式石室が調査されている。

石室内からは武器、甲冑小札、剣菱形杏葉・杓子形木

心鉄板張壺鐙をはじめとする馬具など豊富な副葬品が

出土している（川述編１９７７、橋口編１９８９）。

勝浦井ノ浦古墳で注目されることは無袖で、玄室長

４．２�、玄室幅１．３�を測る前方部横穴式石室そのもの
である（第１８図－１）。北部九州型初期横穴式石室Ａ類

は両袖のものがほとんどで、無袖のものはない。一方、

北部九州型初期横穴式石室Ｂ類には無袖のものもある

が、そのほとんどが、第１８図－２・３に示した宗像市

久戸古墳群例（酒井編１９７９、図は重藤１９９２から）のよう

に玄室長２．５�以下である。勝浦井ノ浦古墳前方部石
室の玄室平面形は無袖の初期横穴式石室Ｂ類とするに

は、あまりにも長大であり、北部九州型初期横穴式石

第１８図 勝浦井ノ浦古墳前方部横穴式石室と関連資料 （１／１００、各報告書から転載）

重藤 輝行
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室中に位置づけられない資料である。

このような平面形、築造企画の横穴式石室は朝鮮半

島、加耶の「竪穴系横口式石室」のみであり、そこに直

接的な起源があると考えるのが妥当であろう。第１８図

－４には慶尚北道尚州城道里１号墳の例を示した（韓

國文化財保護財団１９９９）。長大な玄室平面形は勝浦井

ノ浦古墳と同様であり、勝浦井ノ浦古墳前方部横穴式

石室の特異な平面形は加耶の竪穴系横口式石室の導入

ということから説明できる。

ところで、前方後円墳編年８期の田川市セスドノ古

墳横穴式石室（第７図－１４、第１８図－５、佐田編１９８４）

は天井にまで達する大石を側壁に立てる構築技法に特

徴がある。また、セスドノ古墳に先行する７期の首長

墓である田川市猫迫古墳（福本編２００４）も同様の横穴式

石室を主体部とする。このような構築技術は他の北部

九州型初期横穴式石室にほとんど例が見られないが、

森下浩行氏（森下１９８７）により、加耶の大邱市達西古墳

群中の竪穴系横口式石室との類似性が指摘されている。

ただ、セスドノ古墳では柱状の石あるいは板石で突

出した両袖を形成したり、�石を設置するという加耶
の竪穴系横口式石室には無く、北部九州型初期横穴式

石室Ａ類に由来する特徴を合わせ持っている。また、

勝浦井ノ浦古墳前方部石室は基本的には無袖と表現し

てよいが、壁体の最下段には袖の部分に突出した石が

ある。すなわち平面プランの決定当初は両袖を意図し

たにもかかわらず、構築の途中で無袖に横口部を改変

したと考えられる。突出した両袖という属性は加耶の

竪穴系横口式石室には見られないので、やはり北部九

州型初期横穴式石室に由来するものと判断される。

したがって、これらの石室は加耶から導入された技

術と、福岡平野以西の北部九州地域で先行して成立し

ていた北部九州型初期横穴式石室Ａ類の築造技術とを

組み合わせたものと解釈できる。このような点で、単

純に渡来人が築造し、埋葬された横穴式石室とは言え

ない。伝統的な北部九州社会のネットワークとも結び

ついた首長層が渡来人と在地の横穴式石室構築技術者

を編成して築造したと考えることが妥当であろう。

� 小結

勝浦峯ノ畑古墳で確認された冠帽は百済漢城期に忠

清南道水村里遺跡、忠清南道富長里遺跡、全羅南道新

村里遺跡のような馬韓の首長層に配布されたものと同

様のものと想定された。また、日本においては、熊本

県江田船山古墳出土品との類似性が考えられる。この

ような冠帽の存在から、勝浦峯ノ畑古墳の被葬者は馬

韓と太い交流経路を維持しつつ、さらには漢城期の百

済王権とも外交関係を樹立していた存在として想定さ

れる。その装身具の構成は、江田船山古墳との共通性

が高いと考えられる。また、集落遺跡から推測される

古墳時代中期後半以降の馬韓系渡来人の動向と符合す

ると言えよう。

ただ、勝浦峯ノ畑古墳出土の木心鉄板張輪鐙は慶尚

南道玉田古墳群との類似性が指摘でき、大加耶地域と

の交渉のもとに入手した可能性が考えられる。また、

勝浦井ノ浦古墳前方部横穴式石室は加耶の竪穴系横口

式石室の築造企画を導入した可能性が考えられる。馬

韓のみならず、加耶との関係を考慮する必要もある。

在自小田遺跡において馬韓系土器とともに大加耶系陶

質土器が出土したこととも関連していると考えられる。

したがって、宗像地域では馬韓系渡来人の存在が目

立つが、５世紀後半の津屋崎古墳群の背景にある首長

層は馬韓のみならず大加耶をはじめとする加耶諸国と

も政治的交渉を持っていたと考えられる。ただし、こ

のような朝鮮半島との関係の背景には宗像地域の首長

層の自律性のみならず、畿内政権の媒介や政治的な意

図も想定される。宇野慎敏氏（宇野２０１０）は畿内政権が

北部九州を軍事的に重要視したことを念頭に、津屋崎

古墳群の形成や沖ノ島祭祀の展開を解釈している。こ

のような問題について、次にやや視点を広げて北部九

州の古墳時代首長層の対外交渉を捉えた上で、考えて

みることにしたい。

６．古墳時代における宗像地域の対外交渉と沖ノ島

� 北部九州地域の古墳における馬韓系土器

第３章では集落遺跡における北部九州と朝鮮半島、

特に馬韓地域との関係を見てきたが、ここで古墳出土

馬韓系土器から５～６世紀の北部九州の首長層が馬韓

とどのように関係したかを考えてみることにしたい。

馬韓系の土器が豊富で、相当数の渡来人が居住した

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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と考えられる西新町遺跡に対応する古墳時代前期の墓

地、藤崎遺跡では、主体部内への土器の副葬などの渡

来人の墓の特徴は看取できず、朝鮮半島系土器の出土

数も極めて少ない。

古墳時代中期初頭、前方後円墳編年４期になると北

部九州の首長墓では初期横穴式石室が採用される。出

現期の横穴式石室の代表例として、福岡市南区老司古

墳、福岡市西区鋤崎古墳があるが、奇しくも両古墳か

ら馬韓系両耳付壺を模倣した土師質小型両耳付壺が出

土している（杉山編２００２、第１９図－１・２）。北部九州

型初期横穴式石室は百済漢城期の横穴式石室を祖形に

したと考えられるが、その導入に際して馬韓の首長層、

馬韓からの渡来人が介在したことを示唆しているので

はなかろうか。

古墳時代中期末、８期の福岡市城南区梅林古墳（濱

石他編１９９１、第７図－１２）、福岡県苅田町番塚古墳（岡

村他編１９９３、第７図－１３）では鳥足文土器が出土して

いる（第１９図－５・６）。また、馬韓系土器と考えられ

る陶質両耳付壺が先述したセスドノ古墳から出土して

いる（第１９図－３）。これらの古墳はそれぞれの地域に

おける首長墓級の古墳であり、その葬送儀礼に馬韓系

の土器が使用されたと言える。一方、５世紀後半の全

羅南道栄山江流域における横穴式石室の出現期には北

部九州から導入された要素も指摘されている。その場

合に対比される横穴式石室としてとりあげられるのが

番塚古墳、梅林古墳等であるが、馬韓系土器の様相を

加味すれば両地域の関係は双方向的であったと考える

べきであろう。

セスドノ古墳の横穴式石室は上述したように加耶の

竪穴系横口式石室の構築技術を導入したものであった。

そこに副葬された馬韓系土器が舶載品であったとすれ

ば、その被葬者は朝鮮半島の複数の地域との関係を結

んでいたと言える。勝浦峯ノ畑古墳に漢城期百済製の

冠帽、大加耶系の木心鉄板張輪鐙が同時に副葬されて

第１９図 北部九州の古墳出土馬韓系土器 （１／６、各報告書より転載）

重藤 輝行
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いたことも同様に解釈できるであろう。

朝鮮半島と北部九州の首長層の間の具体的な関係を

物語るのが番塚古墳と江田船山古墳である１２）。番塚古

墳では２時期の埋葬が推定され、初葬は TK４７型式、

追葬がMT１５型式にあたる。初葬棺、追葬棺のいずれ

とも釘・鎹で結合し、蟾蜍（ヒキガエル）形飾金具を取

り付けた木棺を使用していることも注目される（第２０

図）。釘・鎹で結合した木棺は同時期の北部九州にな

く、蟾蜍形飾金具も日本での出土例は皆無である。蟾

蜍の図案は高句麗の装飾古墳や百済・武寧王陵出土の

帯金具にみられ、棺にとりつけられたことから木棺そ

のものが朝鮮半島、恐らく百済からの舶載品と考えら

れる。百済熊津期の武寧王陵の木棺は日本産コウヤマ

キ製とされるが、番塚古墳ではその反対の関係が推測

されるのである。

前方後円墳編年８期前半の築造と推測される江田船

山古墳出土の陶質土器蓋杯は百済～全羅南道地域から

の舶載品と推測されている（白井２００１）。この他に、周

溝出土の陶質土器平底壺（第１９図－７、菊水町史編纂

委員会編２００７）は、鳥足文は見られず口縁部も残存し

ないが、番塚古墳・梅林古墳出土の鳥足文土器と同器

形の馬韓系土器の可能性が高い。また、番塚古墳出土

大刀、江田船山古墳出土象嵌銘大刀のいずれにも刀身

に魚文が象嵌されており、魚文自体は武寧王陵出土銅

金鋺と類似する。

番塚古墳出土大刀は伝統的な日本の木製刀装具を伴

い、江田船山出土大刀は「治天下獲□□□鹵大王世」の

銘文があるので、大刀そのものは日本製と考えられる

が、百済と倭との間の交流が活発化した時期を象徴す

るものであろう。そして、両古墳における馬韓系土器

の出土を勘案すると、番塚古墳、江田船山古墳の被葬

者は、馬韓の人々とともに百済と倭の王権との対外交

渉を媒介した人物であったと考えられる。

一方、この時期の馬韓の領域に相当する全羅南道で

は前方後方形古墳や九州系横穴式石室が出現し、その

被葬者を倭人とする見解もある。しかし、近年では古

墳時代前期以来の北部九州との繋がりを維持していた

馬韓の人々が、百済の南方への進出に反応しながら、

九州地域との交流を通じて自律的に受容したとする意

第２１図 古墳時代前期の対外交渉ルート

第２０図 番塚古墳の木棺配置と蟾蜍形飾金具
（１／６０、１／４、重藤２０１０ｃから転載）

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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見が有力となっている（金洛中２００８、 ２００９）。

津屋崎古墳群中の古墳からは馬韓系土器そのものは

出土していないが、勝浦峯ノ畑古墳の副葬品からは百

済、馬韓との関係の深さがうかがえた。その対外交渉

の実態も、番塚古墳、江田船山古墳と同様であったと

想定される。また、馬韓の前方後円形古墳や九州系横

穴式石室の出現と対をなすものとして考える必要もあ

る。具体的には、古墳時代中期前半、さらにはそれ以

前以来の馬韓及び加耶南部地域との交通のネットワー

クを基礎に、様々な面で朝鮮半島との対外交渉を媒介

するような役割を果たしていたと想定される。畿内政

権はそれを利用することにより朝鮮半島へと交通し、

その結果として宗像地域の首長層の権威、沖ノ島祭祀

の重要性が一層、高まったと考えている。

９期以降の北部九州地域の古墳における馬韓系土器

は、首長墓級の大型古墳ではなく、群集墳中の古墳か

ら出土する。９期前半の福岡県糸島市井ノ浦古墳（第

７図－１６、林１９９４）、９期後半の福岡県小郡市ハサコ

の宮２号墳（第７図－１７、馬田他１９７９）ではいずれも鳥

足文に近いタタキの陶質土器（第１９図－８・９）が出土

している。１０期の福岡市西区石ヶ元古墳群（第７図－

１８）では、７号墳で鳥足文土器が、９号墳で馬韓系壺

が出土する（第１９図－１０・１１、松浦編２００３）。また、１０

期末、すなわち６世紀末の福岡県筑紫郡那珂川町観音

山古墳群中原�群１５号墳（第７図－１９）では陶質両耳付
壺が出土している（第１９図－４、佐藤他編１９８８）。

このような変化の背景には、渡来人が定着し、中小

規模の古墳を構築するようになった可能性、朝鮮半島

との交渉を物語る遺物が、首長墓級の古墳レベルでは

装身具、武器、馬具等の威信財に転換した可能性が考

えられる。このような問題をここで議論する準備はな

いが、今後、宗像地域との関連で検討する必要がある

だろう。

� 朝鮮半島との対外交渉と宗像地域の首長層

集落遺跡における出土遺物等から、宗像地域では中

期後半以降、馬韓からの渡来人の存在が確認できた。

勝浦峯ノ畑古墳出土遺物や勝浦井ノ浦古墳前方部横穴

式石室からは百済、馬韓とともに大加耶等の加耶との

関係が想定された。一方、古墳時代前期の北部九州地

域では西新町遺跡を中心とした博多湾沿岸地域の集団

が、馬韓や加耶との交易を担っていたと考えられた。

また、古墳時代中期前半には初期横穴式石室の出現か

ら、北部九州西部と百済あるいは馬韓との交通関係が

第２２図 古墳時代中期前半の対外交渉ルート 第２３図 古墳時代中期後半の対外交渉ルート

重藤 輝行
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確立していたと考えられる。このような時期ごとの北

部九州の各地と朝鮮半島との関係について、図式的に

示したものが第２１～２３図である。

第２１図に示したように古墳時代前期には西新町遺跡

を中心とする博多湾沿岸地域が朝鮮半島との交易の主

体をなしていたと考えられる。これを「博多湾交易」と

いう名称で説明する考えもある（久住２００７）。実際、こ

の時期は、対馬・壱岐、唐津平野、糸島半島、福岡平

野を除けば朝鮮半島系の土器の出土も少ない段階であ

る。その中でも西新町遺跡の存在が際立ち、朝鮮半島

との交易において中核的な役割を果たしたと考えられ

る。また、この時期には第３図にみたように、筑前北

部地域の中でも糸島半島から福岡平野にかけての地域

で、大型の首長墓級古墳が築造され、首長層の権威が

対外交易と結びつきながら成長したことを推測させる。

ところで、西新町遺跡では朝鮮半島から舶載された

土器、渡来人が居住したと考えられるカマド付竪穴住

居とともに、畿内、山陰、瀬戸内海沿岸などの各地域

の土器が出土する。また、西新町遺跡の墓地と考えら

れる藤崎遺跡では素環頭大刀、舶載三角縁二神二車馬

鏡、舶載三角縁盤龍鏡などの注目すべき副葬品も出土

しているが、総じて中小規模の方墳群から構成されて

おり、早良平野を統括したような首長墓と位置づける

には無理がある。したがって、西新町遺跡における交

易はレンフルーとバーンによる交易形態の分類（Ren-

frew & Bahn２０００）の港湾交易（port of trade）のような性

格であったと考えられよう。

続く、古墳時代中期前半の状況を示したものが第２２

図である。この時期になると西新町遺跡の集落は断絶

するが、糸島市三雲・井原遺跡群で馬韓系、加耶系土

器が出土するなど、巨視的に見れば前代からの交易関

係が維持されていたと考えられる。ただ、中期前半に

は有明海沿岸地域にもいち早く横穴式石室が導入され

ている。朝鮮半島、特に百済、馬韓と有明海沿岸の首

長層の交流が活発化したのもこの時期からと考えられ

よう。

これに対して、宗像地域ではこの時期の渡来人の様

相を物語る資料も少なく、初期横穴式石室も分布して

いない。したがって、当該期の宗像地域の対外交渉は、

糸島半島から福岡平野、有明海沿岸地域とは差があっ

たと考えられる。ただ、この時期にはすでに沖ノ島祭

祀が本格化し、朝鮮半島への交通路のひとつとして宗

像地域の重要性が高まっていたことは疑いない。宮司

井手ノ上古墳、奴山正園古墳の加耶系陶質土器を考慮

すれば、この時期には宗像地域と加耶との交通路が成

立し、それは前代からの博多湾以西の地域を中心とし

た交通路とはやや異なる性格を持っていたのではない

かと想定される。このような点を検証するには宗像地

域における集落遺跡の解明と、中小規模の古墳群の分

析が必要である。また、東郷高塚古墳等の釣川流域の

首長墓はもちろん、遠賀川河口の首長墓の動向も問題

となろう。

第２３図には古墳時代中期後半における朝鮮半島と北

部九州との関係を示した。糸島半島から福岡平野にか

けての地域、有明海沿岸地域は、馬韓系土器の分布等

から百済および馬韓との関係を維持していたと考えら

れる。また、北部九州各地で大加耶系馬具をはじめと

する加耶と関連する考古資料も少なくない。

一方、この時期になると、宗像地域で馬韓系の渡来

人の存在が想定され、宗像地域と百済、馬韓との関係

が確立したことが大きな画期となる。また、宗像地域

でも大加耶系の土器及び馬具や加耶系「竪穴系横口式

石室」が存在し、宗像地域は朝鮮半島の複数の地域と

対外交渉を結ぶようになったと考えられる。７期以降、

可耕地の少ない地域に津屋崎古墳群という複数系列の

首長墓が展開するのも、このような対外交渉上の理由

から、海に面した場所に宗像地域さらにはその周辺の

首長層が造墓地を選択するようになったためではない

かと推測している。

なお、宗像地域には渡来人が定着することによって、

朝鮮半島との交易拠点になったと考えられる。その場

合、在自小田遺跡の祭祀的建物に伴う馬韓系土器、新

原奴山１号墳における鍛冶工具から、渡来人の編成あ

るいは交易そのものを首長層が統制したと考えられる。

このような様相は古墳時代前期の西新町遺跡における

交易とは異なり、レンフルーとバーンによる交易形態

の分類（Renfrew & Bahn２０００）に照らすと、中心地に

おける再分配（central place redistribution）として理解す

ることができる。

大型古墳の動向からは、この時期以降、宗像地域あ

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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るいは遠賀川中流域が筑前北部において最大規模の古

墳を築造するようになる。中期前半以前の大型古墳の

築造動向と対外交渉が一致するように、中期後半以降

におけるこのような大型古墳の築造動向も、宗像地域

と朝鮮半島との対外交渉の拡大、活発化と連動してい

ると考えられる。遠賀川中流域における山の神古墳や

王塚古墳などの大型前方後円墳の築造やセスドノ古墳

や番塚古墳における馬韓系土器の出土や加耶からの横

穴式石室構築技術の導入も、このような宗像地域を軸

とした対外交渉の変化を契機にしたと考えられよう。

７．おわりに

本稿では、宗像地域の首長墓級の大型古墳の編年的

検討を行い、筑前北部の他地域と対比した。それによ

り、古墳時代中期後半以降、宗像地域は一貫して、筑

前北部地域全体においても最大級の古墳を連続して築

造していることが確認された。これは沖ノ島祭祀の盛

行とも合致すると言える。また、宗像地域の古墳の頂

点にたつ津屋崎古墳群の構成は、福岡県八女市を中心

とする八女古墳群をも凌駕しており、北部九州さらに

は西日本を代表する大規模で複雑な古墳群を形成して

いると理解できる。

このような古墳群の動向は馬韓をはじめとする朝鮮

半島各地からの渡来人の動向とも合致している。津屋

崎古墳群さらには宗像地域が古墳時代中期後半以降の

朝鮮半島との対外交渉において極めて重要な役割を

担ったと理解できる。沖ノ島祭祀遺跡は、古代の祭祀

遺跡として国内最大規模であることでも重要であるが、

その成立を考えるためには海上交通、対外交渉からの

位置づけも不可欠と考えられる。津屋崎古墳群など宗

像地域の首長層が朝鮮半島との対外交渉に深く関与し

ていたことは、沖ノ島祭祀を実際的に主導したのが宗

像地域の首長層であることを端的に物語るとともに、

それらの首長墓級の大型古墳の展開が祭祀遺跡の形成

過程や国家的な意義の高まりと密接に結びついている

と認識できる。

ただ、津屋崎古墳群の本格的な形成は沖ノ島祭祀が

本格化する時期からしばらく遅れることも事実である。

古墳時代前期末頃の釣川流域の東郷高塚古墳、田久貴

船前１・２号墳や遠賀川河口部の大型古墳の被葬者が

どのように沖ノ島祭祀遺跡に関わったかという問題に

ついての調査研究の深まりが今後の課題としてあげら

れる。また、中期前半以前の朝鮮半島から宗像地域へ

の人の移動、あるいは物資の流通などの解明もあわせ

て行う必要があろう。

本稿を作成するにあたり、下記の方々に御教示をい

ただきました。記して感謝いたします。（五十音順、

敬称略）

大庭孝夫 岸本圭 金武重 久住猛雄

權五榮 白木英敏 武末純一 西谷正

辻田淳一郎 橋口達也 桃崎祐輔 吉村靖徳

重藤 輝行
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補注

１）筆者も筑前地域の首長墓を論ずる際に宗像地域の首長
墓に言及したことがある（重藤１９９８、重藤２００８）。以下
の宗像地域の首長墓に関する記述は花田勝広氏、池ノ
上宏氏の研究を参考に、前稿を改変したものである。

２）久住猛雄氏らは分布調査資料も加味して〈５〉を２系列
に分けて考え、福岡平野西部、福岡市中央区周辺には
図２～５には掲載していない首長墓系列が存在する可
能性を指摘している（久住・宮元２０１０）。また、〈３〉も
２系列に分かれる可能性がある。これらの古墳の内容
解明の進展に応じて図の修正を図ることにしたい。な
お、紙幅の関係から本節で論及する宗像地域以外の筑
前北部の各古墳の文献を省略している。久住氏らの論
考及び筆者の前稿（重藤２００８）を御参照いただきたい。

３）以下の八女古墳群の記述は、筑後地域の首長墓系列を
検討した前稿（重藤２０１０ｃ）を基礎としている。第５・
６図では〈１〉～〈９〉を省略したが、筑前南部とうきは
市域の首長墓系列に相当する。以下、本節で言及する
古墳の文献とともに、詳細はそちらを御参照いただき
たい。

４）本節は筆者が吉田東明氏、吉村靖徳氏と連名で執筆し
た西新町遺跡発掘調査報告書（下原編２００９）の記載を基
礎としている。西新町遺跡の参考文献については省略
したが、詳細は同書を御参照いただきたい。

５）本節の内容は、２０１０年１１月に公州国立博物館で開催さ
れた中央文化財研究院創立１０周年記念国際学術大会
『馬韓・百済人の日本列島移住と交流（原題は韓国文）』
における筆者の発表の一部を基礎としている。また、
同様のことを別稿（重藤１９９８）でも簡単に触れたことが
ある。

６）森下１９８７、重藤１９９２、重藤１９９９による。なお、宗像～
津屋崎の地域に多く見られる玄室幅１．５�、現室長２．５
�以下の小形の横穴式石室を「竪穴系横口式石室」と呼
ぶことも多い。ただ、これらは北部九州型初期横穴式
石室Ａ類の影響により、木棺を使用しない北部九州に
独特の小形の竪穴式石室である「石棺系竪穴式石室」の
技術をもとに築造された横穴式石室である。韓半島南
部の「竪穴系横口式石室」との関連性は薄いと考えられ
るので、ここでは、誤解、混乱を防ぐために北部九州
型初期横穴式石室Ｂ類の用語を用いている。

７）第１１図及び第２表に関する記述は筆者の前稿（重藤
１９９９）を基礎としている。なお、図と表には北部九州
型初期横穴式石室と肥後型横穴式石室の要素を合わせ
持った筑肥型横穴式石室（柳沢１９９３）を含んでいる。一
方、この時期の九州内の横穴式石室としては、他に熊
本県を中心に分布する方形プランで玄室床面に石障を
設置した「肥後型横穴式石室」があるが、それらは除外
している。

８）宗像地域の朝鮮半島系土器に関する記載は筆者と杉本
岳文氏、神保君久氏との連名で発表した前稿（重藤他
２００５）の筆者担当部分でも述べたことがある。同様の

ことを前掲注５発表でも論じたことがある。
９）渡来人の墓地は今後見つかる可能性とともに、一箇所

にまとまっている可能性、あるいは韓半島での葬送儀
礼をそのまま行わずに、他の古墳と同様の葬送儀礼で
葬られた可能性も想定される。本稿では十分に論じる
準備はないが、玄界灘に浮かぶ相島島内の新宮町相島
積石塚群もそのような観点から検討する必要があろう。

１０）勝浦峯ノ畑古墳の後円部横穴式石室の副葬品は２０１０年
度末に福津市教育委員会より報告書が刊行された。本
節は筆者も整理に関わった装身具、馬具の一部につい
ての所見を述べることにしたい。図、写真等は掲載し
ていないが、詳細は報告書を御参照いただきたい。

１１）類例の検索に際しては柳昌煥１９９４を参照した。
１２）番塚古墳については別稿（重藤２０１０ｂ）での論を基礎と

している。
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池ノ上宏・花田勝広（２０００）：「筑紫宮地嶽古墳の再検討」；
『考古学雑誌』８５巻１号
池ノ上宏・安武千里編（１９９４）：『在自遺跡群』� 津屋崎町
文化財調査報告書 第９集

池ノ上宏・安武千里編（１９９５）：『在自遺跡群』� 津屋崎町
文化財調査報告書 第１０集

池ノ上宏・安武千里編（１９９６a）：『須多田古墳群』津屋崎町
文化財調査報告書 第１２集

池ノ上宏・安武千里編（１９９６b）：『在自遺跡群』� 津屋崎
町文化財調査報告書 第１１集

池ノ上宏・安武千里（１９９８）：『生家釘ヶ裏遺跡』津屋崎町文
化財調査報告書 第１４集

諫早直人（２００６）：「筑後市瑞王寺古墳出土馬具の再検討」；
『筑後市内遺跡群』� 筑後市文化財調査報告書 第７３集
宇野慎敏（２０１０）：「沖ノ島と北部九州における首長層の動
向」；『古文化談叢』第６３集

大坪剛・下川航也・武田光正・濱田学・平野隆之（２００８）：
『高丸・友田遺跡群』岡垣町文化財調査報告書 第２７集
岡田裕之（２００３）：「北部九州における須恵器生産の動向－
牛頸窯跡群の検討を中心として－」；『古文化談叢』第４９
集

岡崇（１９９９）：『田久瓜ヶ坂』宗像市文化財調査報告書 第４６
集

岡崇・坂本雄介（２００７）：『田野瀬戸古墳』宗像市文化財調査
報告書 第５９集

岡部裕俊（１９８７）：『井原遺跡群』前原町文化財調査報告書
第２５集

�．宗像地域における古墳時代首長の対外交渉と沖ノ島祭祀
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岡村秀典・重藤輝行編（１９９３）：『番塚古墳』苅田町文化財調
査報告書 第２０集 苅田町教育委員会・九州大学文学部
考古学研究室

小田富士雄（１９７０）：「磐井の反乱」；鏡山猛・田村圓澄編
『古代の日本』３ 九州 角川書店
蒲原宏行（１９９５）：「古墳と豪族－佐賀平野の首長墓」；小田
富士雄編『風土記の考古学』５ 『肥前国風土記』の巻 同
成社

川述昭人編（１９７７）：『新原・奴山古墳群』福岡県文化財調査
報告書 第５４集

菊水町史編纂委員会編（２００７）：『菊水町史 江田船山古墳
編』和水町

金鍾萬（訳；比嘉えりか）（２０１０）：「鳥足文土器の起源と展
開様相」；『古文化談叢』第６３集

熊代昌之編（２００２）：『徳重本村』宗像市文化財調査報告書
第５２集

久住猛雄（２００７）：「「博多湾貿易」の成立と解体－古墳時代
初頭前後の対外交易機構－」；『考古学研究』第５３巻 第
４号

久住猛雄・宮元香織（２０１０）：「筑前地方における首長墓系
列の再検討」；『九州における首長墓系譜の再検討』第１３
回九州前方後円墳研究会発表資料集

小池史哲編（１９８３）：『三雲遺跡』� 福岡県文化財調査報告
書 第６５集

児玉真一編（２００５）：『若宮古墳群』� 吉井町文化財調査報
告書 第１９集

小林義彦編（１９８９）：『唐原遺跡』� 福岡市埋蔵文化財調査
報告書 第２０７集

近藤義郎編（１９９２）：『前方後円墳集成』九州編 山川出版社
近藤義郎編（２０００）：『前方後円墳集成』補遺編 山川出版社
佐々木隆彦（１９７８）：『奴山５号墳』津屋崎町文化財調査報告
書 第２集

酒井仁夫（１９７９）：『相原古墳群』宗像町文化財調査報告書
第１集

酒井仁夫編（１９７９）：『久戸古墳群』宗像町文化財調査報告書
第２集

佐田茂（１９８１）：「筑後地方における古墳の動向」；『鏡山猛
先生古稀記念 古文化論攷』 鏡山猛先生古稀記念論文
集刊行会

佐田茂編（１９８４）：『セスドノ古墳』田川市文化財調査報告書
第３集

佐田茂（１９９１）：『沖ノ島祭祀遺跡』考古学ライブラリー６３
ニュー・サイエンス社

佐藤昭則・茂和敏編（１９８８）：『観音山古墳群』� 那珂川町
文化財調査報告書 第１７集

重藤輝行（１９９２）：「北部九州の初期横穴式石室にみられる
階層性とその背景」；『九州考古学』第６７号

重藤輝行（１９９８）：「北部九州における古墳時代中期の首長
と社会」；『中期古墳の展開と変革－５世紀における政治
的・社会的変化の具体相（１）－』第４４回埋蔵文化財研究
集会発表資料集

重藤輝行（１９９９）：「北部九州における横穴式石室の展開」；

『九州における横穴式石室の導入と展開』第２回九州前方
後円墳研究会発表資料集

重藤輝行・杉本岳史・神保公久（２００５）：「筑前・筑後の渡
来系の遺構・遺物」；『九州における渡来人の受容と展
開』第８回九州前方後円墳研究会発表資料集

重藤輝行（２００８）：「玄界灘沿岸地域の後期古墳」；『後期古
墳の再検討』第１１回前方後円墳研究会発表資料集

重藤輝行（２００９）：「古墳時代中期・後期の筑前・筑後地域
の土師器」；『地域の考古学 佐田茂先生佐賀大学退任記
念論文集』佐田茂先生論文集刊行会

重藤輝行（２０１０ａ）：「北部九州における古墳時代中期の土
師器編年」；『古文化談叢』第６３集

重藤輝行（２０１０ｂ）：「古墳時代の北部九州における土器副
葬儀礼の出現」；『古文化談叢』第６５集（１）

重藤輝行（２０１０ｃ）：「筑後・肥前の首長墓系譜」；『九州に
おける首長墓系譜の再検討』第１３回九州前方後円墳研究
会発表資料集

清水比呂之編（１９８８）：『久原遺跡』宗像市文化財調査報告書
第１９集

下原幸裕編（２００９）：『西新町遺跡』� 福岡県文化財調査報
告書 第２２１集

白井克也（２００１）：「百済土器・馬韓土器と倭」；『枚方歴史
フォーラム 検証 古代の河内と百済』枚方歴史フォー
ラム実行委員会

白木英敏（１９９４）：『冨地原川原田』� 宗像市文化財調査報
告書第３９集

白木英敏（１９９５）：『冨地原森』宗像市文化財調査報告書 第
４０集
白木英敏編（２００７）：『桜京古墳』宗像市文化財調査報告書
第５８集

城ケ谷古墳調査団（１９７４）：『城ケ谷古墳群』 クボタハウス
株式会社・住友不動産株式会社

杉山富雄編（２００２）：『鋤崎古墳』福岡市埋蔵文化財調査報告
書 第７３０集

武末純一（２０１０）：「集落からみた渡来人」；『古文化談叢』第
６３集
武田光正（１９９１）：『尾崎・天神遺跡』� 遠賀町文化財調査
報告書 第２集

田辺昭三（１９８１）：『須恵器大成』 角川書店
中川潤次編（１９８９）：『友田遺跡群２区』岡垣町文化財調査報
告書 第１０集

中川潤次編（１９９０）：『瀬戸遺跡』岡垣町文化財調査報告書
第１１集

中島直幸編（１９８７）：『双水柴山遺跡』唐津市文化財調査報告
第２０集

西田大輔（１９９４）：『夜臼・三代地区遺跡群』第４分冊 新宮
町文化財調査報告書

橋口達也（１９８３）：「北部九州における陶質土器と初期須恵
器」；橋口達也編『古寺墳墓群』� 甘木市文化財調査報
告書 第１５集

橋口達也編（１９８９）：『新原・奴山古墳群』津屋崎町文化財調
査報告書 第６集

重藤 輝行
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橋口達也編（１９９１）：『宮司井手ノ上古墳』津屋崎町文化財調
査報告書 第７集

波多野�三・春成秀爾（１９６７）：『東郷遺跡群』 日本住宅公
団

花田勝広（１９９９）：「沖ノ島祭祀と在地首長の動向」；『古代
学研究』第１４６号

花田勝広（２００２）：「筑紫宗像の生産工房」；田辺昭三先生古
稀記念の会編『田辺昭三先生古稀記念論文集』 真陽社

濱石哲也・菅波正人・林田憲三編（１９９１）：『梅林古墳』福岡
市埋蔵文化財調査報告書 第２４０集

原俊一（１９８９）：『東郷高塚古墳』� 宗像市文化財調査報告
書 第２１集

林覚（１９９２）：『井原塚廻遺跡』前原町文化財調査報告書第３８
集

林覚（１９９４）：『井ノ浦古墳・辻ノ田古墳群』前原市文化財調
査報告書 第５３集

福本寛編（２００４）：『猫迫１号墳』田川市文化財調査報告書
第１１集

馬田弘稔・森田勉（１９７９）：『九州縦貫自動車道関係埋蔵文
化財調査報告』ⅩⅩⅩⅠ 下巻

松浦一之助編（２００３）：『元岡・桑原遺跡群』２ 福岡市埋蔵
文化財調査報告書 第７４４集

牟田華代子・岡部裕俊編（２００２）：『三雲・井原遺跡』� 前
原市文化財調査報告書 第７８集

本村豪章（１９９０）：「古墳時代の基礎研究稿－資料篇（�）」；
『東京国立博物館紀要』第２６号
桃崎祐輔（２００８）：「江田船山古墳遺物群の年代をめぐる予
察」；菅谷文則編『王権と武器と信仰』 同成社

森貞次郎（１９５６）：「筑後国風土記逸文に見える筑紫君磐井
の墳墓」；『考古学雑誌』第４１巻 第３号

森下浩行（１９８７）：「九州型初期横穴式石室考－畿内型出現
以前横穴式石室の様相」；『古代学研究』第１１５号

毛利光俊彦（１９９５）：「日本古代の冠－古墳出土冠の系譜」；
『文化財論叢』� 奈良文化財研究所創立４０周年記念論文
集 同朋舎出版

李勲（訳；山本孝文）（２００７）：「公州水村里古墳群に見る百
済墓制の変遷と展開」；『古文化談叢』第５６集

柳沢一男（１９８７）：「石製表飾考」；『岡崎敬先生退官記念論
集 東アジアの考古と歴史』下巻 同朋舎

柳沢一男（１９９１）：「九州古墳文化の展開」；下條信行・平野
博之・知念勇・ 高良倉吉『新版 古代の日本』第３巻
九州・沖縄 角川書店

柳沢一男（１９９３）：「横穴式石室の導入と系譜」；『季刊考古
学』第４５号

山崎龍雄編（１９９３）：『有田・小田部』第１８集 福岡市埋蔵文
化財調査報告書 第３４０集

吉田晶（１９７５）：「古代国家の形成」；『岩波講座 日本歴史』
２ 岩波書店

吉留秀敏・渡辺芳郎編（１９８９）：『老司古墳』福岡市埋蔵文化
財調査報告書 第２０９集

韓国語）

慶南發展研究院歴史文化 （２００７）：『咸陽花山里遺蹟』
國立文化財研究所（２００１）：『風納土城』
國立全州博物館（１９９４）：『扶安竹幕洞祭祀遺蹟』
金羅英２００７：「嶺南地域 三韓時代 住居址 變遷
地域性」；『嶺南考古學』４３

金洛中（２００８）：「榮山江流域 初期�穴式石室 登場
意味」；『湖南考古學』第２９輯

木浦大學校博物館（１９８９）：『郡谷里貝塚』�
木浦大學校博物館（２００３）：『咸平中良遺蹟』

釜山大學校博物館（１９９３）：『金海禮安里古墳群』�
釜山女子大學校博物館（１９８４）：『昌原三東洞甕棺墓』
徐賢珠（２００６）：『榮山江流域古墳土器研究』 學研文化社

順天大學校博物館（２００２）：『麗水禾長洞遺蹟』�
文化財研究院（２００８）：『昌寧桂城里遺蹟』

昌原大學博物館（１９９０）：『馬山縣洞遺蹟』
全南大學校博物館（２００３）：『咸平昭明洞遺蹟』
全南大學校博物館（２００４）：『咸平禮徳里萬家村古墳群』
全北文化財研究院（２００７）：『高敝南山里遺蹟』墳墓編
全北文化財研究院（２００８）：『全州中仁洞遺蹟』
忠清南道歴史文化研究院（２００８ａ）：『鶏龍立岩里遺蹟』
忠清南道歴史文化研究院（２００８ｂ）：『瑞山富長里遺蹟』
韓国文化財保護財団（１９９９）：『尚州城洞里古墳群発掘調査
報告書』

湖南文化財研究院（２００４）：『高敞萬洞遺蹟』
湖南文化財研究院（２００５）：『海南新今遺蹟』
湖南文化研究院（２００７ａ）：『益山射徳遺蹟』�・�
湖南文化財研究院（２００７ｂ）：『咸平�岩遺蹟』
湖南文化財研究院（２００７ｃ）：『潭陽梧山遺蹟』
湖南文化財研究院（２００８ａ）：『淳昌内月遺蹟』
湖南文化財研究院（２００８ｂ）：『光州河南洞遺蹟』�

英語）

Colin Renfrew & Paul Bahn (2000): Archaeology Theories

Methods and Practice;Third edition Thames & Hudson
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